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お客様の企業体質強化／課題の解決提案 お客様の企業価値向上

私たちの使命
世の中の役に立つ新しい価値を生み出し、
提供しつづけることで、人々の生活の質の向上と
持続可能な社会づくりにੵۃ的に貢献する

私たちの目指す姿
世の中にとって、なくてはならない信頼とັ力の
ブランドでありつづける

私たちの価値観
、客起点で発想し、高い目標に௅ઓしつづけސ
チームワークを発揮してイノベーションを起こす

高いྙ理؍と੣実さを持って仕事に取り組む

ܦ 営 理 ೦

「人を愛し、国を愛し、勤めを愛す」
╭ⓤ三愛精神 ╭

૑ 業 の ਫ਼ ਆ

「三愛ਫ਼ਆ」は、1946年にリコーの創業者、市村清が提এしたもので、リ
コーでは創業のਫ਼ਆと位置づけています。これは事業・仕事を通じて、自分、
家଒、ސ客、関܎者、社会のすべてを๛かにすることを目指した考えで、
リコーグループの全社員が、経営や仕事を行ううえで原点となるものです。

「リコーウェイ」とは、リコーグループの事業活動の基ૅとなるීว的な理೦で、
創業のਫ਼ਆである三愛ਫ਼ਆと経営理೦のことです。

リコーグループの理೦

リコーウェイ

私たちは、お客様のその先のお客様に届く価値を創出する、すなわちお客様の企業価値向上に向けた改善・改革を実現する
ため、ৗにお客様と共に考え、共に創り上げていく࢟੎で取り組んでまいります。

リコージャパン Ϗジネスコンセプト

Customer⁔s Customer Success ʙお客様のͦのઌのお客様に·Ͱಧく価値を૑ग़するʙ
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C o n t e n t sฤ 集 方 針
リコージャパンג式会社発行の「CSR報ࠂ書2016」は、2015年
度の主要なCSR活動について、すべてのステークϗルダーの皆
さまに対し、わかりやすくまとめたものです。
リコージャパンの会社・事業の紹介、CSR活動の考え方、事業活
動にもとづいたCSR活動の具体的な取り組みなどをࡌܝしてい
ます。
なお、リコージャパンのウェブサイトでは、会社֓要、サービス
紹介、採用など、CSR報ࠂ書のࡌܝ内容以外の情報も開示して
いますので、あわせてご覧ください。

ウェブサイト
● リコージャパン「CSRの取り組み」
　 http���XXX.ricoh.co.Kp�sales�aCout�csr�
● リコージャパン「企業情報」
　 http���XXX.ricoh.co.Kp�sales�aCout�

ใࠂ対৅ൣғ
リコージャパンג式会社

ใࠂ対৅ؒظ
2015年4月〜2016年3月

（一部、2016年4月以߱の活動もࡌܝ）

発行
2016年7月

໰い߹Θͤઌ
リコージャパンג式会社
コーポレート本部 ビジネスマネジメントセンター CSR推進部

1˟05�8503 東京都ߓ区ࣳ3�8�2 ࣳެ園フΝーストビル
TEL ： 050�3534�0713
E�mail ： rKH@csr!ricoh�Kapan.co.Kp
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　私たちリコージャパンは、世界約200の国と地域で事業
を展開するリコーグループにおいて、日本ۃの販売౷ׅ会
社としてお客様とリコーグループとの઀点を担っています。
業種・業界の特性やお客様ごとの課題を深く理解し、リコー
ジャパンならではの高付加価値なソリューションを提供する
ことで、お客様の経営課題の解決や企業価値の向上に貢献
しています。
　現在の変化がܹしい事業環境のなかでは、ै 来の価値基
準で物事を൑அし事業を展開していては、お客様の満足を
得ることはできません。お客様を取りרく環境の変化や社
会の要੥をහ感に࡯知し、ै来の価値基準にとらわれるこ
となく、スピード感をもって対応・行動することで、お客様の
その先のお客様にまで届く価値を創出することを目指して
います。
　こうした事業活動の基ૅとなるීว的な理೦として、私た
ちリコーグループは「人を愛し・国を愛し・ۈめを愛す」とい
う創業のਫ਼ਆを基൫とした「リコーウェイ」をܝげています。
私たちの使命は、「世の中の役に立つ新しい価値を生み出し、
提供し続けることで、人々の生活の質の向上と持続可能な
社会づくりにੵۃ的に貢献する」ことです。私たちはこれま
でのオフィスを中心とした価値提供ྖ域を、さまざまな業種
のお客様の“現場”、さらに産業や社会インフラྖ域まで広げ、
新たな価値をお客様とともに創造しています。そして、お客
様の成長や๛かで活力のある社会の実現に事業を通じて貢
献するとともに、自らも成長し続けることが当社のCSRであり、
存在意義であると考えています。
　リコーは今年、創業80प年をܴえました。私たちの事業
活動は、お客様やお取Ҿ先の皆様、地域社会の皆様から信頼
をいただくことで初めて実現できるものです。また、さまざま
な社会課題の解決に貢献するためには、個社のみで対応でき
るものは少なく、ステークϗルダーと連携しながら取り組むこ
とが必要になります。私たちは今後も、お客様や地域社会の
皆様との連携をより一層深め、持続可能な社会の実現に向け
てੵۃ的に取り組んでまいります。 

DrivinH SustainaCility Gor Our Future.
持続可能な社会を、ビジネスの力で。 

τοϓϝοηーδ

リコーδϟύンࣜג会社
୅ද取క໾ 社௕ࣥߦ໾һ

দੴ 秀ོ
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リコーδϟύンࣜג会社の֓ཁ

会社֓ཁ

388
（201�年�݄1೔ࡏݱ）

営業ॴ਺

約200のࠃͱ஍Ҭ（201�年�݄�1೔ࡏݱ）

ੈքの事業ల։

2ஹ2,090ԯԁ（201�年�݄ظ）

࿈݁売上ߴ

ੈքシΣア1Ґ˞ 

A�レーβーෳ߹ػɾコϐーػ

約11ສ໊

άループ社һ਺ 427
αーϏスステーション਺

約4,400໊

カスタϚーΤンδχア

約5,600໊

営業

リコーάループ͸ੈの中にイϊϕーションを΋ͨΒす੡඼やαーϏスを提ڙしɺ
お客様ͱͱ΋に੒௕しଓ͚る͜ͱを໨ࢦしてい·すɻ೔ຊɺถभɺԤभɺアδアɾύシフィックɾ中国のۃ�体੍によりɺ
ੈք໿200の国ͱ஍ҬͰ事業をల։しɺ売上ߴ͸ 2ஹ2
0�0ԯԁɺ社һ਺͸໿11ສ໊にの΅り·すɻ

　リコージャパンは、リコー製品を中心とした商品・サー
ビスの提供をはじめ、業務改善を含めたコンサルティン
グから、システムߏங、アフターサービスまで、さまざ
まなソリューションをワンストップで提供しています。
　全国に広がる販売・サービス体制を活かし、地域ີண
で、さまざまな業種のお客様の企業価値向上を支援し
ています。
　お客様との઀点を担う私たちは、お客様のご意見ご
要望をリコーグループへフィードバックすることで、よ
り良い製品・サービスの開発にも貢献しています。

社໊ リコージャパンג式会社

本社ॴࡏ地 東京都ߓ区ࣳ3�8�2 ࣳެ園フΝーストビル

૑ཱ 1959年5月2日

本ۚࢿ 25億円

୅ද者 代表取締役 社長ࣥ行役員　松ੴ लོ

ച্ߴ 599,683ඦ万円（2016年3月期）

ै業員਺ 19,587名（2016年4月1日現在）

事業ॴ 札幌、仙台、さいたま、東京、名ݹ屋、大阪、広島、
福Ԭなど全国361拠点（2016年4月1日現在）

ೝূऔಘ ISO9001    品質マネジメントシステム
ISO14001   環境マネジメントシステム
ISO�IEC20000   情報技術サービスマネジメントシステム
ISO�IEC27001   情報セキュリティマネジメントシステム

※2015年出ՙ台数（単機能コピー機を含む）　

出య  ： IDC�s WorldXide 2uarterly Hardcopy Peripherals Tracker, 201621

リコーグループ リコージャパン
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会社֓ཁ

お客様

課題の抽出、共有化
● お客様へのヒアリング
● 本質的な課題の発見
● 社内実践事例の共有
● LiveOffice ViCreA
　　　（41ページ参照）
● プロセス可視化

営業

改善提案
● 最適なソリューション提供
● ワンストップサービス
● マルチベンダー対応
● 導入実績、ノウハウ、スキルの活用

活用提案・活用促進、効果検証
● 使用状況調査
● レポーティング
● 受発注、請回収

● 監視
● モニタリング
● リモートサービストラブルの未然防止
● 障害復旧
● 修理

● 運用代行
● ヘルプデスク
● 操作問合せ
● 消耗品受付

導入構築、開発
● 企画設計
● ネットワーク構築
● アプリケーション開発
● プロジェクト管理
● キッティング
● 教育、スクール

システム
エンジニア

運用管理、保守サポート

業務スタッフ

カスタマー
エンジニア

ソリューション
スペシャリスト

コミュニケーター

ビジネス成長を支援するリコージャパンの事業内容

リコーδϟύンの事業内༰
　リコージャパンは、一人ひとりがプロフェッショナルとし
て専門性を高め、営業やカスタマーエンジニア、システム
エンジニアなどのお客様と઀する社員だけではなく、スタッ
フ部門の社員にいたるまで、全員がお客様に向かい、お
客様のその先のお客様にまで届く価値を創出していきた

いと考えています。
　商品やサービスを提供するだけではなく、継続的な保
守サポートや活用ଅ進、改善提案により、お客様に「リコー
を選んでよかった」と感じていただけることを目指してい
ます。
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リコーδϟύンの事業ྖҬ
　リコージャパンは、リコー製品を中心とした商品ŋサー
ビスを提供し、お客様の経営課題の解決や企業価値の
向上に貢献しています。オフィスྖ域におけるワンストッ
プソリューションの提供に加え、ళฮや工場、਍࡯室、教
室などオフィス以外のお客様の現場、さらに産業や社会

インフラྖ域まで価値提供の場を֦げています。
　オフィスからさまざまなお客様の現場へ、地域社会へ
と、リコージャパンの価値提供ྖ域は大きく֦がってい
ます。

オフィスから拡がるリコージャパンの事業領域

ビジネスソリューション
お客様の経営課題や業務課題の解決を支援
ーオフィスから、さまざまな業種のお客様の現場へー スマート社会実現への貢献、

安心・快適なまちづくりの支援

社会インフラ
お客様の本業に直結する
産業分野の課題解決を支援

産業ソリューション

産業分野へ 地域社会へ

地方創生／まちづくり

環境・エネルギー

商用印刷

3Dプリンター

産業用インクジェット

FA※カメラ

ワークプレイス

アプリケーション

ITインフラ画像（複合機・プリンター）

コミュニケーション

オフィス 

現 場 

製造業
流通 ヘルスケア

教育 金融

※MICE ： 企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・
 研修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、
 国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、
 展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字
 のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネス
 イベントなどの総称

※FA：Factory Automation

MICE※ ソリューション

これまでにഓってきた専門性と全国に広がる強ݻな販売・サービス体制により、グループの総合力を活か
したワンストップでのソリューション、サービスを提供し、経営基൫強化やワークスタイル変革、業務プロ
セス改革や売上֦大など、お客様の経営課題の解決を支援します。
オフィスのなかはもちろん、製造現場やళฮ、教育・ҩྍの現場など、お客様のさまざまな“現場” の課題
解決を支援しています。

商用ҹ࡮や製造業の設計・生産に関連するソリューションなど、お客様のビジネス（本業）に直結する産業
分野の課題解決を支援し、お客様の事業֦大・業績֦大に向けて新たな技術・新たな価値を提供しています。

リコーグループのリソースやノウハウを活用し、さまざまなパートナーと連携することで、スマート社会の
実現に貢献するサービスの提供や安心・շదなまちづくりの支援などを行い、人々の生活の質の向上と持
続可能な社会の実現にੵۃ的に貢献しています。

Ϗジネス
ソリューション

産業ソリューション

社会インフラ
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CSRの考え方

リコーάループCS3ݑষ
　リコーグループは、社会から成
長・発展を望まれる企業となり、経
営のあらΏる側面から、グローバ
ルなࢹ点で「企業の社会に対する
੹೚」（CSR）を果たすために、ӈ
の原ଇにもとづいて、各国の法ྩ、
国際ルールおよびそのਫ਼ਆを理解
し९守するとともに、社会的良識
をもって行動します。

੣実ͳۀا活動 1. リコーグループの各企業は、品質・安全・情報セキュリティ・信頼
性を確保し、環境への配ྀおよび使いやすさを௥求した、世の
中に有用な商品・サービスを、開発し提供する。

�. リコーグループの各企業は、ެ正、ಁ明、自由なڝ૪を行うと
ともに、政࣏、行政、市民、及び団体とは、健全かつ正ৗな関
。を維持する܎

3. リコーグループの各企業は、自社の情報およびお客様の情報
のద正な管理と保ޢをపఈする。

環境ͱのௐ和 �. リコーグループの各企業は、環境保全を地球市民としての੹務
として受け止め、自主的、かつੵۃ的に取り組む。

�. リコーグループの各企業は、環境に配ྀした技術革新の推進と、
環境保全の継続的な活動に全員参加で取り組む。

ਓؒଚ重 �. リコーグループの各企業は、リコーグループの企業活動に関わ
るすべての人々の、安全で働きやすい職場環境を確保するとと
もに、すべての社員の、自主性と創造性の発揮できる๛かな個
性を尊重する。

�. リコーグループの各企業は、関܎するすべての人々の人ݖを尊
重し、また社内におけるࠩผのない明るい職場づくりを目指す。

�. リコーグループの各企業は、強制労働・児童労働を認めず、人
。৵害に加担しないݖ

ࣾձͱのௐ和 �. リコーグループの各企業は、「良き企業市民」として、ੵۃ的に
社会貢献活動を行う。

1�. リコーグループの各企業は、国または地域の文化やश׳を尊重
し、その発展に貢献する経営を行う。

11. リコーグループの各企業は、広く社会とのコミュニケーションを
行い、企業情報をੵۃ的、かつద切・ެ 正に開示する。

企業ߦಈのフレーϜワーク
　リコージャパンのCSR活動は、リコーウェイを理೦とした、
グループ・グローバル共有の行動原ଇである、「リコーグルー
プCSRݑ章」と、「リコーグループ行動規ൣ」がベースとなっ
ています。
　

リコーグループ
関連規則・標準・マニュアル等

リコーグループ
行動規範

リコーグループ
CSR憲章

経営
理念

三愛精神

グローバルで適用する
企業行動原則

リコーウェイ

役員・社員が守らなければ
ならない行動規範

リコーグループ
関連規則・標準・マニュアル等

リコーグループ
行動規範

リコーグループ
CSR 憲章

経営
理念

三愛精神

グローバルで適用する
企業行動原則

リコーウェイ

役員・社員が守らなければ
ならない行動規範

リコーδϟύン͸ɺ஍ٿɾ社会の࣋ଓతൃలͱࣗ社の੒௕を໨ࢦしɺ社会త੹೚経営を実践してい·すɻ
リコーάループの経営ཧ೦やCS3ݑষɺߦಈൣنに΋ͱづきɺ
੣実ͳ企業活ಈɺڥ؀ͱのௐ࿨ɺਓؒଚॏɺ社会ͱのௐ࿨の�෼໺を中৺にɺ活ಈを推進してい·すɻ
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CS3のフレーϜワーク
　CSRの取り組みは「社会に対する基本的な੹೚」を果
たすྖ域と、グローバルな社会課題に対して「“意志と੹೚”
をもった社会貢献活動」と「事業活動を通じた社会的課題
解決への貢献（CSV：CreatinH Shared Value）」の3つ
のྖ域を明示し、それぞれのྖ域を深化させていくことで、
持続可能な社会と企業の成長を目指しています。

CS3のϚωδϝンτ
　リコージャパンでは、役員や؂ࠪ役が参加する定例の
会議において、インシデントの報ࠂとその改善に向けた議
࿦を重ねています。そのほかお客様満足向上のための取
り組みや、環境・社会貢献にかかわる議題に関する౼議、
各支社・各部門での社会貢献活動の実績報ࠂも実施。環
境へのෛՙをݮ࡟するため、ガソリン・ి力使用ྔの推Ҡ
を共有し、増えた場合はその原Ҽや次回への対ࡦなども
話し合います。
　また、社員の取り組みをࢌえる「RICOH JAPAN  AWARD」
では、CS向上の取り組みや社会貢献活動の取り組みを৹
ࠪして、༏ल事例を賞賛し、水ฏ展開を図っています。

CS3のର৅෼໺ͱ活ಈ֓ཁ
　リコージャパンではCSRݑ章にଇり、以下の4つの分
野を中心にさまざまな活動に取り組んでいます。

社会的課題の解決

● 人々の生活の質の向上

● 持続可能な社会づくりへ
 の貢献

企業の成長

CSVの取り組み

持続可能な社会と企業の成長

社会に対する自主的な責任

社会に対する基本的な責任

CSRの領域

事業活動を通じた社会的
課題解決への貢献

“意志と責任”をもった
社会貢献活動

● 新たな市場・顧客の開拓

● 新たな競争軸の創出

● 新たなマーケティング
 手法の獲得

社会ྙ理にैって行動するとともに、商品やサービスにおいて、
ৗに品質・安全・情報セキュリティ・信頼性の向上を௥求し、より
多くのステークϗルダーの方々に安心・満足、そして感動を提
供することを目指しています。

● お客様満଍向上΁の取り組み
● リスクϚωδϝンτɺコンプϥイアンス
● 情報セキュリティ

੣実な企業活動

事業活動における環境ෛՙݮ࡟と生物多様性保全活動の྆ྠ
で環境経営をさらに強化し、環境保全と利ӹ創出の同時実現を行っ
ています。

● লΤωɺԹஆ化๷ࢭ
● লݯࢿɺリαイクル
● Ԛછ༧๷
● ੜ෺ଟ様ੑอ全活ಈ

との調和ڥ؀

すべてのステークϗルダーの人ݖを尊重し、会社の発展と個人
の幸福の一கを目指します。社員一人ひとりが能力を発揮してイ
キイキと働ける、安全かつշదな職場環境づくりを目指しています。

● ダイバーシティ推進
● ワークϥイフɾϚωδϝンτ
● ҆全ɺ݈ ͳ職場づくり߁
● ਓࡐ։ൃ

人ؒଚ重

「良き企業市民」として、地域の文化やश׳を尊重し、志を同じ
くする人々とのパートナーシップのもと、会社と社員が協力し合
い、地球環境・社会の持続的発展に貢献します。

 を「コϛュχティൃల」「อ全ڥ؀ٿ஍」「୅ҭ੒ੈ࣍」 ●
ॏ点෼໺ͱしͨ社会貢献活ಈ

● 事業を通ͨ͡社会՝୊のղܾ

社会との調和
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ҭの場にཹ·Βͳいɺڭ
学ߍが஍ҬにՌͨす໾ׂ

　人ݮޱ少・少子化が進むなか、過ૄ地域の教育現場では、
児童数の少ない小規໛校をそのまま維持するか、౷ഇ合
を行うか、学校のあり方が問われています。小規໛校には、
生徒それぞれに応じた指導ができるというメリットがある
一方、人間関܎がݻ定化されやすい、教員の配置が難しく
ෳ式学2※ڃ が生まれるなど、デメリットがあるのも事実です。
　教育の質を維持するために౷ഇ合をݕ౼する地域が多
いのに対し、愛媛県西৚市では、学校の規໛にかかわらず
౷ഇ合を行わない方針をએݴ。同市では、リコージャパン
が 提 案した テレビ 会 議 システム、RICOH UniGied 

ଟ͘の地方自࣏体で͸、গ子化のӨڹをडけ、学ߍの統ഇ߹がٞ࿦されています。
リコージャパン͸、ICT※1 で一つの教室にෳ਺の学ߍから生ెが集まるバーチャルなۭؒをߏஙすることで、
学ߍを統ഇ߹からकること、活気͋る地域社会を未来にҾき継いでい͘ことを໨ࢦしています。

Communication System（以下、RICOH UCS）を活
用し、小規໛校とଞ校をつなぎ遠ִ学शを行うことで、教
育上の課題解決を図っています。その理由について、西
৚市教育委員会の౉部༪ࢯはこう話します。
　「子どもからお年寄りまで、西৚市のすべての人々がど
うしたら幸せに暮らせるか。それを第一に考え、実現する
のが市の仕事です。それには、地域にとって学校はܽかせ
ない存在です。教育の場であるのはもちろん、防災や地
域交流の֩である学校がなくなれ͹、過ૄ化はさらに進み、
人々は心のよりどころまで失ってしまうでしょう。文部科学
লの『人ݮޱ少社会におけるICTの活用による教育の質
の維持向上に܎る実ূ事業』※3 に応募し、具体的な方法

西条市

田野小学校

徳田小学校

田滝小学校

ICTで学ߍをकり、
地域の未来をつないでい͘

1ಛू

※1　ICT：InGormation and Communication TechnoloHy、情報通信技術のུশ

੢৚市教育ҕ員会
教育課ߍಋ部 学ࢦ
ઐ໳員݉ࢦಋ܎長݉
教育CIOิ׭ࠤ
౉෦ ༪ 様現在、田野小学校も加わって遠ִ授業を実施
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田ୌ小学校は、創立132年のྺ࢙ある学校です。全校児
童数は16名。市内で最も小さな小学校ですが、入学式に
は近ྡの方々も参ྻするなど、地域との結びつきがとても
強く、皆さんから見守られているという点では、ඇৗにܙま
れていると思います。ただ児童が少ない分、多様な意見に
৮れる機会は、どうしてもݶられてしまいます。中学校に進

V O I C E

子どもたちのつながりを͛޿るRICO) UCSにظ଴しています

学し30名以上のクラスになったときに、Ҥॖすることなど
がないよう、小規໛校では何らかのケアが必要だと考えて
います。
RICOH UCS導入は、子どもたち同࢜のつながりが、ڑ཭
をӽえて広がっていくことに、大きなັ力を感じています。
子どもたちからは「本当に同じ教室にいるみたいでびっくり」

「大きな声で発表するのにۓுした」などの声が上がってい
ますね。ී ஈの授業にはない、ワクワク感やۓு感のੵみ
重ねが、進学先や社会のなかで、子どもたちが自ݾ表現を
する力を育んでくれたらと願っています。

を実現しました。

　地域の学校を守りたい。その思いのもと、教育委員会、
学校、協業ベンダー、リコージャパンが協働し、ついにܴ
えた遠ִ学शの開催日。地域の方々も見守るなか、少子
化が特に深ࠁな田ୌ小学校と、ಙ田小学校をつなぎ、県
内初の遠ִ学शが実現しました。
　実際には5キロメートルほど཭れている྆校。RICOH 
UCSにより2つの学校が一つにつながったॠ間、子ども
からも大人からも׻声が上がりました。また地域の方からは、

「こういう授業を待っていました」「学校の౷ഇ合が議࿦さ
れているなか、本当にすてきな取り組みをありがとう」な
どの声が寄せられ、リコージャパンの提案が、子どもたち
だけではなく、地域の方々のসإにもつながっていること
を実感することができました。
　学校があることで地域全体に活気が出ます。そしてັ力
ある地域で育った子どもたちのなかからは、この地に࢒っ
たり、帰ってくる選୒をする人が現れ、地域の未来を担っ
ていってくれるでしょう。リコージャパンは、RICOH UCS
を活用し、学校と地域の未来を守る活動を今後も推進して
いきます。

を໛ࡧしていたとき、リコージャパンさんからRICOH 
UCSの遠ִ学शの提案があり、大きな可能性を感じました」

　RICOH UCSは、遠ִ地を結び、映૾やԻ声をリアル
タイムに૒方向通信できるシステムです。愛媛支社のੁ 
ᚸ
ㆾ㆕

ಙ
ㆮ㇊

は、学校で活用するには、何よりもྟ場感がテーマだっ
たと振り返ります。
　「まずは西৚市の現状と課題を、正しく把握するところ
から始めました。その結果、単に学校同࢜がつながれ͹よ
いということではなく、遠ִ地にいる児童が、あたかも同
じ教室にいてྡに座っているようなリアリティが必要だ、と。
そこでྟ場感を出すために、教室の正面だけではなく、側
面にもRICOH UCSを配置することを提案。ଞ校の様子
が౳身大で映し出せるように、スクリーンには150インチ
の高解૾度プロジェクターを採用しました」
　学校で日ৗ的に使ってもらうためにはૢ作性も重要です。
実際に使用する学校の先生とଧち合わせを重ね、目指す
イメージを共有。性能は維持しながら、シンプルなૢ作性

3ICO) 6CSͰྟ場͋ײるバーνϟルͳ
学शۭؒをߏங

子Ͳ΋ͨͪのসإがɺ
஍Ҭ社会をؾݩにしていく

※2 2つ以上の学年をひとまとめにした学ڃฤ成

※3 過ૄ化・少子高齢化が進む人ޱ過少地域において、小規໛校の教育上の課題
をࠀ෰するため学校同࢜をICTで結ぶ実ূ12。ڀݚ件が採୒され、RICOH 
UCSは愛媛県西৚市とࣛ児島県ಙ೭島ொで採用

੢৚市ཱ田ୌখ学ߍ
教་
୮Լ ෢྄ 様
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子Ͳ΋ͨͪのসإのͨΊに
スクϥϜを組む

　“入院中はつまらない。遊べないし、ྍ࣏もつらい。そ
んな子どもたちにアートの作成でসإになってもらいたい”
　「キッズアートプロジェクト」は、こんな思いからප院で
過ごす子どもたちにসإを届けるプロジェクトで、2013
年から全国で展開。子どもたちにアートを共有する場を提
供することで、同じ環境でྍ࣏に向き合う子どもや家଒にとっ
て、相ޓの勇気づけや楽しみとなり、ྍ࣏コンプライアン
ス（ྍ࣏内容の受け入れ）の向上、小児ҩྍ環境の改善
が実現されることを目的とし、ප院内でアートイベントを
実施しています。
　今回の「ࢴアクアリウム」によるイベントは、キッズアー
トプロジェクトの理事長である総合川崎ྟߓප院の౉ᬑ
Յ行院長に、「ࢴアプリ」を紹介したことがきっかけでした。
、アプリの機能にັ力を感じたキッズアートプロジェクトࢴ
リコーグループ、理事長の母校でもある੟マリアンナҩ
科大学の付ଐප院が“子どもたちのসإのために”スク
ラムを組み、チャレンジを始めたのです。

��1�೥̔ ݄3ʙ��日、ਆಸ઒ݝ઒࡚市の੟マリアンφҩՊ大学පӃに͓いて、
アートを通͡てখࣇ外来通Ӄ中の子どもたちをসإにする「ࢴアクアリウム」を࢖ったイベントが開࠵されました。
これ͸、පӃに通う子どもたちにগしでもָしい時ؒをաごしてもらうために、
NPO๏人キッζアートプロジェクトとリコージャパンが協ಇで企ը・実ࢪしたものです。

アプリでපӃのࢴ
子どもたちをসإにする

アクアリウムは、子どもたちが思い思いに描いた絵をࢴ　
データで取り込み、描いた絵がڕのように自由にӭぎま
わる様子をน一面に投影して、水଒ؗのように楽しむこと
ができるࢴアプリのメニューの一つを使ったイベントです。
イベント開始以߱、1日ฏ150ۉ名の子どもたちが訪れ、
自分の描いた絵が命をਧき込まれたように動きまわる様
子に、ڻきと感動を感じてもらいました。
　プロジェクトの෭理事長、੟マリアンナҩ科大学ප院小
児科ҩのউ田༑ത先生は、子どもたちのًくসإを見て、
このプロジェクトの意義を実感したそうです。「入院ではな
く外来に通う子どもたちもたいへんです。大きなප院な
らேから༦方まで
かかることもある
ので、今回は外来
の子どもたち向け
にイベントを実施
しました。ࢴアク

アクアリ΢ϜによるイϕンτͰɺࢴ
පӃをਫ଒ؗに

2ಛू
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課題解決に取り組むことで実現できたプロジェクトです。
そして、そこに地域貢献、環境貢献というࢹ点を入れるこ
とで、より社会的価値を高めることができました。リコージャ
パン ਆಸ川支社 ެ共文教営業部 文教グループのӽ ༞
一リーダーは語ります。
　「今回の取り組みはNPO法人と連携したҩྍ機関とと
もに、ࢴアプリによる本来の価値創造に成功しただけでな
く、シルバー人材ޏ用、グリーンి力活用の提案により、
お客様の地域におけるブランド価値向上の一助にもなり
ました。これは、リコーグループの多くの社員たちの協力
によって実現できた地域社会、間઀的ҩྍへの貢献だと
認識しています。取り組みの本当の成功は、水ฏ展開し
֦大していくことです」
　リコーグループは、今後も自社のリソースを最大ݶに
活かし、最దなパートナーとともに地域や社会の課題解
決に取り組み、૒方にとって有ӹな価値を生み出すことに
௅ઓし続けていきます。

アリウムがあるからප院に行こうかなと思ってもらえたら
いいと。このイベントは޷評で、入院中の子どもたちにも
ӟが広まり、『やりたい！』との声が。でも、入院中の子ど
もたちは感છなどの問題がݒ೦されるため、必ずしも外
来の子どもたちとは一緒に遊べません。そのため、外来
の子どもたちが帰った後に、入院中の子どもたちのため
にも、ࢴアクアリウムを開催することになりました。今後は、
この活動をもっと全国に広げていき、ಆප中の子どもた
ちをྭます活動をさらに展開していきたいです」

アプリとキッズアートプロジェクトの出会いからチャレࢴ　
ンジが始まった本プロジェクトですが、簡単に実現したわ
けではありません。අ用の問題、運用の問題など、課題
は山ੵしていました。しかしこのࢴアプリでしか実現でき
ないことがあると信じることで৐りӽえられたと、リコージャ
パン 社会インフラ事業本部 社会イノベーション部の今村
有णは振り返ります。
、に活かすために、何度も提案ݶアプリの機能を最大ࢴ」　
展示、実演を実施しました。そして実施会場であるප院の
場所、期間、運用の問題を一つひとつクリアし、開催にこ
ぎつけました。現在は似たシステムがଞ社から出てきて
いますが、“自由に絵を描ける”“絵に性֨づけができる”“子
どもたちが考え、何度も௅ઓできる”など、ଞ社では実現
できない特௃があったからこそ、今回の採用になったと思っ
ています。子どもたちのসإが、何よりのূ明ではないで
しょうか」

アクアリウムは、さまざまなセクターのメンバーが目ࢴ　
的を共有し、それぞれの強みを活かし、かつチームとして

日本の小児ҩྍでは、ྍ࣏コンプライアンスがあまり
重ࢹされてきませんでした。しかし大人でもつらい࣏
ྍを、ただ「がん͹れ」と強いるのにはݶ界があります。
ප気とಆう子どもたちには、不安をଧちࡅけるほどの
楽しみや目標が必要なのです。
アクアリウムの話を聞き、これなら子どもたちの心をࢴ
動かす特ผな体験を届けられると思いました。何より
もࢴアプリで、がん͹った成果をタイムラグなく発表
できるのがす͹らしいですね。ී ஈはٽき出す子もい
る外来の待ち時間が、イベント期間中はসإでいっͺ
いになり、楽しい気持ちのまま、前向きに਍ྍを受けて
くれました。また外来の待ち時間対ࡦに、時間୹ॖで
はなく“長く感じさせない”方法があることにも気づか
されました。リコージャパンさんに、෯広いご提案をい
ただけたからこそ、あれほど多くのসإが生まれたの
だと思います。今後は、同様の活動をほかのප院にも
広げていきたいですね。

૯߹઒࡚ྟߓපӃ Ӄ長
キッζアートプロジェクト 理事長
౉ᬑ Յߦ 様

アプリの可ೳੑを৴͡てɺࢴ
՝୊ղܾに௅む

͞·͟·ͳセクターͱのڠ働͔Β
ੜ·Εる可ೳੑ

V O I C E

してࢦを໨্޲コンプライアンスのྍ࣏
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$4RϋΠϥΠτ2015

੣実な企業活動 ຖ݄第1ि͸全社員にΑる
CSR-Week セルフチェック

98.5�

社員の CSR-Week 実ࢪ཰ 毎月第1िに、全社員を対象に「CSR�Weekセルフチェック」
を実施。社員が९守すべき法ྩやルール・マナーに関する設
問に回答するもので、正しい行動を再確認するための活動で
す。設問ݕ౼委員会では、コンプライアンスやCS（お客様
満足）以外にも、社会的な話題などを取り入れ、ৗに最新の
内容を੝り込み、意識ܒ発に取り組んでいます。

毎月開催の設問ݕ౼委員会の様子

人ؒଚ重 ຖ೥子どもたちに大޷評の
フΝミリーσー

点 ໿300໊ڌ6

開ڌ࠵点਺と参加者਺ 職場への理解を深めてもらうため、社員の家଒を招くフΝミリー
デーを、6拠点で開催しました。
お෕さん、お母さんの働く࢟を初めて見る子どもたち。一緒
に通ిۈ車に৐ったり、同僚の皆さんと名ࢗ交׵をしたり、ワー
クショップに参加したり。楽しそうな子どもたちを見て、社員
にもসإがこぼれました。

8月に行われたフΝミリーデー（写真 （東京、ӈ：仙台：ࠨ
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リコージャパンで͸、CSR活動を
「੣実な企業活動」「ڥ؀との調和」「人ؒଚ重」「社会との調和」という�つの分野を中৺に、
さまざまな課題とͦのղ決にऔり組Μでいます。
ここで͸ͦれͧれの分野ごとの��1�೥౓ハイライトとして、活動の一部を紹介します。

との調和ڥ؀ リコー・グローバル・
エコアクション

13,169໊

エコએݴをした社員਺ 国連の定める「世界環境デー」の6月5日は、「リコー・グロー
バル・エコアクション・デー」として、“地球環境について考え、
行動する日”。社員一人ひとりが「エコએݴ」の実践をします。
この日は意識ܒ発のためにグリーンのアイテムを身につけ
ます。

社会との調和 シリア難民の子どもたちへ
学ぶָしさを

4,043本

全国の社員から集まった鉛筆 シリア難民の子どもたちが学ぶ、トルコのコミュニティセンター
に、鉛筆・消しΰム・鉛筆࡟り器を寄贈しました。これはझࢫ
に賛同した全国の社員から送られたもので、AAR Japan［難
民を助ける会］を通じて、4,043本の鉛筆が子どもたちに届
けられました。
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リコージャパンで͸、ߴいྙ理؍を
もった信པされる企業を໨ࢦし、๏
ྩ९क͸もちΖΜ、リスク管理のప
ఈ、৘ใセキュリティのڧ化にऔり
組Μでいます。
また঎඼΍サーϏスに͓ける඼ ・࣭
҆全・信པੑの্޲を௥ٻし、͓ ٬
༷を͸͡めとするす΂てのステーク
ϗルダーのօ༷にຬ଍、ͦして感
動をఏڙすることを໨ࢦしています。

੣実な企業活動

͓٬༷ຬ଍্޲へのऔり組み

　リコージャパンが大切にしているこ
と、それは相手の立場に立って考え、
行動する“お役立ちਫ਼ਆ”です。ৗに
お客様の立場になって考え、気づき、
真の課題をଊえ、それを解決してい
くことで、お客様のその先のお客様
にまで届く価値を創出していきたい
と考えています。そして、お客様に対
して商品やサービスを提供するだけ
ではなく、お客様の声を聞き、継続
的なサポートや改善提案をすること
により、“いつまでも安心・満足、使い
続けて感動”を実感していただくこと
を目指しています。
　営業やカスタマーエンジニア、コミュ
ニケーターなど、お客様との઀点を
担う者だけでなく、スタッフにいたる
まで、全社員がお客様と向き合い、
その力を結集することで、これからも
お客様の課題解決に貢献していきます。

リコージャパン

リコー／リコーグループ

 

 

 

 

    

部門（組織）レベル 
     

    

 

    

VOC DB※2  

・ご要望 ・苦情
・ご期待 ・お褒め
・ご指摘

 

 

シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア

コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

自
社
Ｃ
Ｓ
調
査 

 

 

 
 

 

VOC※1 （お客様の声）

第
三
者
機
関
調
査

CS調査
DB

役員会議でのVOC共有と対応策の協議・決定

全職種がVOCにもとづいたお客様対応活動

本社部門→商品企画へのVOC反映、お客様起点のプロセス変革
お客様接点部門→地区CS委員会にてVOCからのCS向上活動の立案と実施

経営（会社）レベル 

社員（個人）レベル

仕組み／ルール改善
行動／プロセス改善
意識／モラル改善

全社CS向上活動

CS調査
DB

PL

AN DO

CHE

CK

A
C

T

継続的な
改善活動

カ
ス
タ
マ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア

● 商品／サービスの品質向上
● プロセス改善

営
業

ス
タ
ッ
フ

業
務

情
報
の

共
有
・
連
携

お客様

　お客様との઀点で日ৗ的にいただ
くご要望・ご意見・ご指ఠなどの「お客
様の声」や、「満足度調ࠪ」でいただ
いたお客様からの評価を、データベー
スで管理し、全社での共有を図って
います。

͓٬༷の声を活かす体੍

˙ お客様の੠をى点にし 「ͨCS向上」スύイϥルアップの࢓組み

͓٬༷ຬ଍্޲の考え方

　これらの声をもとに、お客様対応
の品質改善や、活動プロセス・仕組み
の見直し、製品の改善や関܎会社の
プロセス見直しなど、さまざまな改善
活動につなげて、継続的に取り組み
を進めています。

※1 VOC：Voice oG Customer、お客様の声　 ※2 DB：データベース
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੣実な企業活動

リコージャパンはCS（ސ客満足度）
に関する調 ・ࠪコンサルティングの
国際的な専門機関であるג式会
社J.D. パワー アジア・パシフィッ
クが実施した「2015年日本ITソ
リューションプロバイダーސ客満
足度調ࠪSM」の独立ܥʗϢーザー
、SIerセグメントܥʗ事務機器ܥ
および「2015年日本IT機器保守
サービスސ客満足度調ࠪ�サー
バー機ฤ� SM」の2分野において、
第1位を受賞しました。

͓٬༷からの評価
C O L U M N    　リコージャパンでは、「お客様の声」

を社内関連部門で共有し、さまざまな
改善に൓映する活動を実施しています。
　たとえ͹、コールセンターへのお問
い合わせ内容から、お客様のお困りご
とを分析し、機器の機能やૢ作の改善、
使いやすさの向上などに役立ててい
ます。営業やカスタマーエンジニアに
寄せられたお客様のニーズや要望は、
新商品や新機能の企画・設計、販売活
動の改善などに൓映し、これまで以上
にお客様に満足していただける商品・
サービスの提供へとつなげています。
　また納入後に、お客様から導入した
ෳ合機の活用方法や、ଞ社事例の提
示を求められた場合、販売部門とサー

վળ・վֵ活動
ビス部門が連携してフォロー活動を実
施しています。この結果、機器導入後
1年以内のお客様満足度が高くなって
きています。

便利な機能を簡ܿにイラストでわかりやすく説明した
「教えてRI子ちΌん」シリーズ

　リコージャパンでは、全国の各支
社ごとにCS向上委員会を設置。支
社の総੹೚者である支社長が委員長
を務め、営業やカスタマーエンジニ
アなど職種を超えて選出されたメン
バーでߏ成されています。お客様に
ご満足いただき“ずっと、いつも” リ
コージャパンを選び続けていただく
ために取り組むべきことを、各地区が
主体的に考え、活動をしています。

CS ҕ員会্޲
　コールセンターでは日々お客様か
らの問い合わせに対応していますが、
お客様のなかにはి話することをた
めらう方もいらっしΌいます。
　そこで、① コールセンターに஝ੵ
されたデータからお客様のお困りご
とを予ଌして毎月1,000社以上に発
信、② 発信後に毎月500社以上のお
客様に、後日ి話で確認、③ サーバー
を導入されたお客様100社に毎月、
Ք働状況やお困りごとがないかの確
認などの活動を実施しています。
　このようにコールセンターから発
信する一つ先を見た活動も、お客様
に喜んでいたただいており、お客様
満足の向上につながっています。

コールセンターからの発信
　お客様満足向上への取り組みを行っ
ているのは、ৗにお客様と઀点のあ
る営業やコールセンターだけではあ
りません。
　たとえ͹、お客様のお困りごとの
内容によっては、営業以外に業務スタッ
フが同行し、ద切な提案・対応をする
こともあります。また自社の活用事
例などを提示することで、新しい業務
改善をଅすきっかけづくりになる場合
もあります。
　このように全社員がお客様満足向
上にੵۃ的に取り組んでいます。

りごとに߹Θͤた対応ࠔ͓

͓٬༷ຬ଍্޲をਪਐするための体੍・活動

RICOH JAPAN   CSR report 2016 16



Ψバφンス

˙ コーϙレーτɾΨバφンス体੍

コーϙϨート・Ψバφンス

　私たちは、企業活動において、多
様なステークϗルダーの期待に応え
るという使命感と、社会的良識にかな
う高いྙ理؍をともに備えた企業風
土こそが、自らの行動を規཯するも
のとなると強く認識しています。そし
て「リコーウェイ」のもと、自らの行

動によって、そのような企業風土の
ৢ成に౒めています。
　これらの考えにより、今後も、コー
ポレート・ガバナンスの継続的な強化
と推進に取り組み、持続的な成長と
企業価値の増大を図ります。
　加えて、自らܝげたઓུや事業目

標などを組織として機能させ、達成
するために、内部౷制のプロセスを
整備、運用するとともに、“事業機会
に関連する不確実性”と“事業活動
の਱行に関連する不確実性”の૒方
を含んだ౷合的なリスクマネジメント
に取り組んでいます。

　リコーグループでは、「リコーウェイ」
に込められた価値؍に立٭し、企業
ྙ理と९法のਫ਼ਆにもとづき、ڝ૪
力の強化を目指した内部౷制システ
ムを整備・運用し、その継続的な改善
に౒めています。
　活動の指針として「リコーグルー

内部統੍

プ経営管理基本原ଇ」を制定し、そ
のなかの「内部౷制原ଇ」にԊって
活動を展開しています。またリコー
グループの共通の規ଇについては、
グループ標準「リコーグループスタ
ンダード（RGS）」として制定し、グ
ループ全体で९守するよう推進して

います。
　さらに、業務の有ޮ性とޮ཰性の
向上、財務報ࠂの信頼性の確保、企
業活動に関連する法ྩ・社内ルール
などの९守確認などを目的として内
部؂ࠪも実施しています。

監査役（連絡会）

審議・決定

 

 

監査  
上程

共有・周知共有・周知
方針展開／進捗管理

［顧客・市場］財務部門

監査
経
営
監
督

業
務
執
行

審議・決定

進捗管理
周知・徹底

株主総会

指名報酬委員会

会計監査人
取締役会

社長執行役員（CEO）

報告 監督

報告 監督

経営会議

市場責任者会議 執行役員会議

人事委員会内部統制室
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੣実な企業活動

トータル・リスク・マネジメントʢTRMɿTotal Risk ManaHementʣ

　リコーグループは企業活動に重大
なѱ影ڹをおよぼすリスクに的確に
対ॲするため、リスクマネジメントを
実施しています。リスクマネジメント
の推進に際しては、リコーグループ
を取りרくリスクを໢ཏ的・౷ׅ的に
ଊえて整理・対ॲすることにより、実
ޮ性・ޮ ཰性のある౷合的リスクマネ
ジメント、すなわちトータル・リスク・
マネジメント（TRM）を実現し、リコー

グループの安定的・持続的な発展と
企業価値を増大させることを目的に
活動しています。
　リコージャパンでは、TRMのなかで、
企業活動にѱ影ڹをおよぼすおそれ
があり、人命や社会への影ڹ、被害
金額が大きいリスク߲目をӈの11の
カテΰリーに定めて、課題解決に取り
組んでいます。

社長

発生区（第3～4階層）

対応主管区長各担当役員 コーポレート本部長

重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト（
発
展
可
能
性
を
含
む
）

発
生
時
の
第
一
報

協力会社

発生主管区（第2階層）

関連子会社

リスクマネジメント
担当部門

（不祥事以外すべて）

人事担当部門
（不祥事関連）

インシデント発生

子会社管理部門

˙ インシデンτରԠ体੍

　インシデントが発生した場合は、ਝ
଎かつ的確に対応できるように、イン
シデントのٸۓ度と重要度にもとづき、
最高経営੹೚者へのଈ時報ࠂとٸۓ
連བྷ໢によるエスカレーション（発生

インシσント発生時の対応
報ࠂ・情報共有）を行います。発生状
況の把握から対応までの役割を、明
確にした組織体制の実動により、イン
シデントの終ଉ・再発防止のマネジメ
ントを実施しています。

災害発生時など、ٸۓかつ重大な
機が発生した場合は、インシデة
ント対応体制にもとづき、ద切な
情報伝達と意思決定を行います。
2015年9月の関東・東北߽Ӎや、
2016年4月の۽本地震では、リ
コーグループ全体で被害地域の
情報をऩ集。リコーロジスティクス、
リコーリースなどのグループ会社
の協力体制のもと、被災機の搬出・
ഇغを行いました。また、営業・カ
スタマーエンジニアによる保守メ
ンテナンスの実施や、代ସ機の手
配などの対応で、お客様の業務の
復چに౒めました。

災֐時の対応
C O L U M N    

˙ 経営リスクɾカテΰリー
● 災害・大事ނ
● 感છ঱
● 情報セキュリティ
● ITシステム
● コンプライアンス
事事件ܐ ●
൑・行政ॲ分ࡋ ●
務保全࠴ ●
● 製品供給リスク
● 重要品質問題
● 広ࠂ・એ伝問題
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コンプライアンス

P
ベースとなる考え方
● リコーウェイ
● CSR憲章・行動規範

A
改善活動
● 仕組みの改善
● ルールの改善
● 業務実施内容などの改善

● eラーニングなど

日常の業務活動

● CSR-Weekセルフチェック
● 内部監査など

正しい行動の
自覚・意識向上

コンプライアンス
浸透活動

1  お客様の立場に立った商品・ 
サービスの提供

�  自由なڝ૪およびެ正な取Ҿ
3  インサイダー取Ҿのې止
�  企業ൿີの管理
�  ઀待、贈答などの制ݶ
�  ެ的機関との取Ҿおよび政࣏献

金の取りѻい
�  ద正な༌出入管理
�  知的財産の保ޢと活用
�  ൓社会的行ҝへの関与のې止
1�  会社の利ӹと対立するような個人

の行ҝのې止
11  会社資産の保ޢ
1�  地球環境の尊重
13  基本的人ݖの尊重
1�  社会貢献活動の実践
1�  社会との相ޓ理解

RICOH SALES COMPLIANCE POLICY

RICOH SALES COMPLIANCE CODE

　リコージャパンにとってのコンプラ
イアンスとは、法ྩを守るだけでなく、
社会のߏ成員としての企業人、社会
人として求められるྙ理؍・道ಙ؍に
ࠜざした良識ある行動の実践を含め
た活動と考えています。
　私たちはӬ年かけてஙいた“信用”
を守り続け、高いྙ理؍を保持して
いくためにコンプライアンス活動を
推進。グループ共通の行動規ൣをも
とに、コンプライアンスの浸ಁや、社
員意識向上の継続的な活動を実施し、
日ৗの業務活動に定ணする風土づく
りに取り組んでいます。

コンプライアンスの考え方

　リコーグループ行動規ൣは、リコー
グループが企業活動を展開していく
にあたって、法ྩおよび社内ルール
を९守し、社会ྙ理にैって行動する
ことはもとより、社会との調࿨・共存
という؍点から、リコーグループの役
員および社員の基本的な行動の規ൣ
を定めたもので、ӈの内容でߏ成さ
れています。

リコーグループ行動ൣن

˙ コンプϥイアンスఆணのͨΊのܧଓత活ಈ

　リコージャパンでは、企業ྙ理の
९守がお客様の満足および信頼の向
上につながるものと認識し、一人ひと
りがこの基本行動規ൣを守ることを
એݴし、日々実践しています。

基本એݴ
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੣実な企業活動

��1�೥�݄のઃ໰例
情報セキュリティについて
報道などでご存知のとおり、企業からの個
人情報、会員情報の流出が相次いで発生し
ております。このような情報セキュリティイ
ンシデントは、リコージャパンでも起こり得
ることです。万が一、見知ら͵相手からのメー
ルや添付フΝイルを開いてしまい、パソコ
ンの動作で不自然さを感じた場合に実施す
べき߲目として、下記（ア）〜（エ）のなか
から「不ద切なもの」を選୒して下さい。‎

（ア）： 部署内やまわりの社員にもそのこと
をࠂげて஫意ש起する

（イ）： ֘当端末のLANケーブル（有ઢLAN）
を外す（無ઢLANはOFFにする）

（ウ）： 部署長へ報ࠂし、部署長からIT部門
へ଎やかに連བྷする

（エ）： フΝイルを開いたとき、ҧ࿨感があっ
たが、そのまま作業がҾき続きでき
たので、特に何も対応しなかった

૬ஊ૭ޱ ໊ɹশ ૬ஊ಺༰ͳͲ

社内૬ஊ૭ޱ 「リコーδϟύン΄ͬͱϥイン」

日取得の問題ٳ業時間や࢒ ①
② 職場の人間関܎
　 （セクハラ・パワハラを含む）
③ 職場環境の改善についての
　 相談
④ 健康面での相談
　 （メンタルϔルスを含む）

グループڞ通
૬ஊ૭ޱ

「リコーάループ΄ͬͱϥイン」
　ʬ社֎ड෇ʭ
　ʬ社内ड෇ʭ

業務を਱行するにあたって、関連
する法ྩや企業ྙ理、社内規ଇの
解ऍや対ॲ方法について

　「CSR�Weekセルフチェック」は、役
員や人材派遣スタッフも含めた全社員
が毎月第1िに行うセルフチェック活
動です。企業ྙ理を含むCSRの継続
ᮎを通じて、経営品質の向上と、法ݚ ・ྩ
ルール・マナーを९守できる人材育成・
組織風土をৢ成するために行います。
　チェック߲目は、社内ルールにとど
まらず、社会的な問題となっている直
近の題材やお客様から寄せられた声
をもとに作成し、自分自身の行動の
振り返りと正しい行動の再自֮をଅし
ています。

CSR-Weekセルフチェック
　リコーグループ行動規ൣのeラー
ニングは、毎年1回、全社員の必ਢ
教育として実施。学शの最後に行動
規ൣの९守について署名することで、
さらに意識を高めるようにしています。

行動ൣنの eラーニング
　リコージャパンでは、社員向けの

「ほっとライン」を開設し、コンプライ
アンスや行動規ൣに関する社員から
の相談・通報ができる仕組みをߏங。

「リコーグループ行動規ൣ」にҧ൓す
る、またはҧ൓するおそれのある行
ҝを知ったときの通報と、ルール・仕
組みに関する相談・提案を受け、コン
プライアンスの取り組みを強化して
います。また相談・通報者に対しては、
プライバシー保ޢなど、万全の対ࡦ
を実施しています。

内部通ใ੍౓「΄っとライン」

コンプライアンスਁಁ活動

eラーニングの画面例

˙ ΄ ͱͬϥインのछྨ

˙ ΄ ͱͬϥインの基ຊతͳӡ営フロー

˙ セルフνΣック内༰
● 法ྩ९守
● リコーグループ行動規ൣ
● グループスタンダード
● 情報セキュリティ
● 社内ルール・マナー
● 環境保全活動
● 社会貢献活動
● お客様満足向上に向けた活動

結果報告

結果報告

結果報告

相談

相談

連絡

調査・対応の依頼

調査・対応結果報告

相談者

対応区社内窓口

社外窓口
（委託会社）
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৘ใセキュリティ

1  全һࢀՃ 役員から一般社員はもとより、協力会社など、パートナーの方々を含む全員で取り組む

�  ೔ʑの؅ཧͱܧଓత改ળ 各層のマネジメントレベルでPDCA サイクルを回して、継続的改善に取り組む

3  社内実践 自社の情報セキュリティ商品・ソリューションを、自らの情報セキュリティレベル向上に役立てながら、
その有用性を確認し、上手な使い方のノウハウ஝ੵや製品・サービスの改良に取り組む

˙ 情報セキュリティ活ಈの�つのํ͑ߟ

情報
保護

情報価値の創造

お客様への
価値提供

セキュアな社会の実現

社会的責任経営
「誠実な企業活動」＋「社会との調和」（CSR 憲章）

リコーグループ
情報セキュリティマネジメント

情報
活用

A

P

社内実践

全員参加 日々の管理と
継続的改善

C

D

AD C

リスク対応計画の運用

P

リスクアセスメント
（情報資産の洗い出しとリスク評価）

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

管
理
策
の
有
効
性
評
価
な
ど

リスク対応
計画策定

どのようなリスク対応にするかを
決定します

リスクの
発見

リスクの
分析・評価

リスク
対応の決定

情報の保護や積極的な
活用を実現するための
計画を実行します

対応計画に
沿った運用

重
点
管
理
情
報
の
洗
い
出
し
と

リ
ス
ク
評
価

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
特
定

重点管理情報
台帳DB※

リスクアセス
メントDB

セキュリティ
対策基準

ISMS
関連Navi DB※ ISMS日常管理

情報預かり
管理DB

情報持ち出し
管理DB

インシデント
管理DB

教育履歴
管理DB

※DB：データベース

内部監査
報告DB

是正改善
計画DB

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
結
果
の
レ
ビ
ュ
ー

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
内
部
監
査
の
実
施

※ISMS ： InGormation Security ManaHement 
System

リコーグループの໨ࢦす৘ใセキュリティ

　情報分野を事業ྖ域とするリコー
グループにとって、情報セキュリティ
は不可ܽの要ૉと認識しています。
そのため、情報セキュリティへの取り
組みを全社員参加の活動と位置づけ、
現場・第一ઢでの日々の管理と継続
的改善を進めるとともに、それらを基
൫としてお客様への価値提供を目指
した自社製品・サービスのੵۃ的な社
内活用を実践しています。
　こうした情報セキュリティ活動は、
リコーグループCSRݑ章にある「੣
実な企業活動」と「社会との調࿨」の
実践を目指すものです。

　リコーグループは2004 年12 月に
「ISMS※ 認ূ基準Ver.2.0」の౷一認

ূを同時取得いたしました。その後、
2007 年3 月に「ISO�IEC 27001�2005」
にҠ行登録を完ྃし、2014 年12月
に は 規 ֨ 改 గ さ れ た「ISO�IEC 
27001：2013」のҠ行৹ࠪに合 し֨て
います。

ISO/IEC����1 ೝূऔಘ

　情報セキュリティの基本方針にଇっ
て、情報の保ޢとੵۃ的な活用をバ
ランスよく運用し、自཯的なリスクマ
ネジメントの実現を目指しています。

ISMS のӡ༻イメージ

৘ใセキュリティのӡ༻
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੣実な企業活動

　情報セキュリティ対ࡦは、社員一人
ひとりが情報活用にともなうリスクを
認識して、自分の仕事を改善していく
必要があります。そこで情報セキュリ
ティ教育に力を入れ、全社員の意識
とスキルを高めています。
　社員は年に1回実施する「情報セ
キュリティeラーニング」、守るべき
ルールを定めた「ISMSハンドブック」
で学शしつつ、学शしたことを浸ಁ定
ணさせるために、毎月第1िには

「CSR�Weekセルフチェック」で確認
しています。

　リコージャパンでは、ISMSのద合
性や有ޮ性を確認するため、内部؂
ࠪを定期的に実施。リスクアセスメン
ト結果や、教育、日ৗルールなど、セ
キュリティにおける強み・ऑみを明確
にし、؂ࠪ結果に対してੋ正・改善す
ることで、リスク௿ݮとセキュリティレ
ベルの向上を図っています。また、
ISMSの専門教育を受けた؂ࠪ員が
被؂ࠪ組織と同じ目ઢに立ち、とも
に考え、新たな“気づき”を発見・共
有する場となるようにしています。

　1年間のISMS活動における重要
な情報は、マネジメントレビューとし
て経営ਞに報ࠂ。さらに、トップから
のISMS方針を受け、ཌ年度の施ࡦ
を展開しています。

情報セキュリティ̴ ラーニング

ISMSハンドブック

৘ใセキュリティ教育 内部؂ࠪとマネジメントϨϏュー

V O I C E

社内での৘ใセキュリティにؔするऔり組み事例

ISMSの実践により、社員の働く環境が劇的に改善し、Ϟチベーションや仕事の
ޮ཰が向上しました。さらに会議に情報セキュリティの時間をৗ設。世間で起き
ているインシデント情報を共有し、セキュリティ商品の提案に役立てています。
また、お客様と課題を共有し解決するためのViCreA（LiveOfficeのこと、詳細
は41ページ参照）では、私たちが働いているオフィスをご覧いただくため、クリ
アデスクなどの基本をపఈ。お客様に「す͹らしいオフィス」と評価いただき、
実際の提案にもつながっています。

重ཁੑをೝࣝし、課題ղ決の実践にΑり
社員のಇ͘ڥ؀がܶ的にվળ

ਆಸ઒支社 ভೆ営業部 ভೆソリューショングループ
リーダー
ഢ ༤ೋࠤ

ISMSの実践により、マネージャー層の情報資産の取りѻいに対する意識が向上。
営業などの現場でも実践的な教育を進めています。たとえ͹、お客様のセキュ
リティ対ࡦの一助として、社内ルールを記ࡌした「ISMSハンドブック」と「ITイン
フラガイドブック」については、ৗに携ଳするように指導をపఈ。情報セキュリティ
課題をお客様と共有し、良い提案に結びつけるために、日ৗ的にセキュリティ上
の10大ڴҖやインシデントを例にして、営業担当者を教育しています。

৘ใをऔりѻう当事者のҙࣝվֵと
ࢪ৔での営業活動につながる教育を実ݱ

ਆಸ઒支社 ভೆ営業部 ভೆ営業ॴ
ॴ長
໺็ ढ़ӳࠤ
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　リコージャパンでは、౷合前のサー
ビス会社が2000年に、販売会社が
2001年にそれぞれISO14001を取
得し、全員参加による環境活動を進
めています。活動のபとなるのが環
境マネジメントシステムで、経営と環
境活動を一体化し、事業活動のなか
に環境行動計画を取り込み活動して
います。今後も環境ෛ
ՙݮ࡟に向け、組織的・
継続的に取り組んでい
きます。

マネジメントシステムڥ؀

市民としての੹຿とٿอ全を地ڥ؀
してडけࢭめ、事業活動のڥ؀ෛՙ
をݮ࡟するだけで͸な͘、製඼・サー
Ϗス࢖༻時のCO�ഉग़ྔݮ࡟΍࢖
活༻まで、継続的にऔりݯࢿのޙ༺
組みます。
生物ଟ༷ੑอ全に貢献する活動も、
全国各地で積ۃ的に展開しています。

との調和ڥ؀

地ڥ؀ٿอ全活動

　リコージャパンでは、リコーグルー
プ環境ྖߝにもとづき、環境保全活
動と経営活動を同࣠であるととらえ、
自らの੹೚で地球環境保全に取り組
んでいます。環境ෛՙをݮ࡟するだ
けでなく、地球環境の回復力を維持し、
高めていくことで地球環境の保全に
貢献します。

地ڥ؀ٿอ全の考え方

J2A�E�70001

基本方針
リコーάループ͸ɺڥ؀อ全͸զʑ஍ࢢٿຽに՝ͤΒΕ໋ͨ࢖ͱೝࣝするのみͳΒͣɺ؀
อ全活ಈͱ経営活ಈをಉ࣠Ͱ͋るͱͱΒ͑ɺࣗڥ Β੹೚をͪ࣋ɺ全άループを͋͛てͦの
活ಈに取り組むɻ

行動ࢦ針
い໨ඪߴ .1

法規制の९守はもとより、自らの੹೚において、社会の期待
を先取りした高い目標を設定し、その実現を通じて経ࡁ価値
の創出に౒めていく。

ज़開発ٕڥ؀ .� 客価値を創造し、広く社会にも活用される革新的な環境技ސ
術開発をすすめていく。

3. 全員参加の活動
すべての事業活動において環境への影ڹを把握し、全員参加
でԚછ予防や、エネルギーおよび資ݯの有ޮ利用について継
続的改善を行っていく。

�. プロダクト・
　 ライフサイクル

商品とサービスの提供にあたっては、調達・生産から販売・
物流・使用・リサイクル・ഇغにࢸるすべてのஈ֊における
環境ෛՙの௿ݮに౒めていく。

�. ҙ্ࣝ޲ 一人ひとりが広く社会に目を向け、ੵ 的な学शを通して意ۃ
識向上を図り、自ら੹೚を持って環境保全活動を進めていく。

�. 社会貢献 環境保全活動への参画・支援によって、持続可能な社会の実
現に貢献していく。

�. コミュニケーション ステークϗルダーと連携した環境保全活動を展開し、ੵ 的ۃ
なコミュニケーションを通して社会の信頼を得る。

˙ リコーάループྖߝڥ؀

環境行動計画 目 標 2015年度実績 2014年度実績
国内ൢ売ɾอक活ಈの
ΤωルΪーݯىCO2ഉग़ྔのݮ࡟ લ年度ൺ 1ݮ࡟� ݮ࡟�2.7 ݮ࡟�3.2

ੜ෺ଟ様ੑอ全を໨తͱする
社会貢献活ಈの実ࢪ ��݅Ҏ上ʗ年度 146件 109件

重点施策 目 標 2015年度実績 2014年度実績
ഉग़෺の཈੍ͱ༗価෺化による
ഇغ෺ྔݮ࡟ લ年度ൺ 10ݮ࡟� ݮ࡟ˋ7.3 ݮ࡟ˋ4.3

˙ 2015年度ڥ؀ϚωδϝンτプロάϥϜ
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との調和ڥ؀

　社員一人ひとりが、লエネやઅి
を意識して、Թஆ化防止に少しでも貢
献できるよう、会社全体で働きかけて
います。オフィスでのઅి対ࡦはもち
ろん、営業活動でのエネルギー使用
、にݮ࡟といった環境ෛՙのݮ࡟ྔ
的に取り組んでいます。事業拠ۃੵ
点の最ద配置・事業運営コストݮ࡟の
、点での事業所౷ഇ合を進めることでࢹ
エネルギー使用ྔݮ࡟に寄与してい
ます。また、環境লが推進するԹஆ
化対ࡦに“ݡい選୒”をଅす国民運動

「COOL CHOICE」に賛同しています。

　リコーグループでは、6月5日を
「RICOH GLOBAL ECO ACTION」
として、“地球環境について考え、行
動する日”としています。これは
1972年にストックϗルムで開催さ
れた国連人間環境会議で定められた、
6月5日の世界環境デーに由来して
おり、2006年からスタートしたこ
の環境イベントは、10年目をܴえ
ました。
　6月の環境月間には、社員一人ひ
とりがそれぞれのエコ・アクションを
考えます。10߲目以上あるエコ・ア
クション߲目から、自分が実施する߲
目にチェックを入れて、自由記入ཝで

「エコએݴ（25ページ参照）」をし、
データベースに登録。その後、એݴ
をそれぞれが実践する活動です。
2015年6月5日は、社員約2万名
のうち、13,169名がエコએݴをし
ました。
　また、エコ・アクション・デー当日は、
グリーンのアイテムを身につけるよう
呼びかけており、世界中で社員が取
り組んでいる様子の写真が、専用
SNSページなどでެ開されています。

グローバル・エコ・アクション
　地球Թஆ化の原ҼとなるCO2発
生をݮ࡟するため、営業車のガソリ
ン使用ྔのݮ࡟活動に力を入れてい
ます。
　エコドライブのపఈに加え、大都
市圏ではి動機付き自స車を導入。
また「௿ެ害車開発ී及アクションプ
ラン」にもとづいた௿ެ害車の導入、
車྆入れସえ時の小型化（小型自動
車ˠ軽自動車）、営業車のݮ࡟のた
めカーシェアリング導入なども、ੵۃ
的に推進しています。

Ψソリン࢖༻ྔのݮ࡟

লエネ・Թஆ化防ࢭ

2011 2012 2013 2014 2015 年
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˙ 電力࢖用ྔ推Ҡ
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˙ 営業ंのΨιリン࢖用ྔ推Ҡ

　社内ではさまざまなઅి対ࡦを実
施しています。

અి対ࡦ

● Նق一੪ٳՋの取得
● クールビズ、ウォームビズの実施
● 消අి力の見える化システム
　（ి力ଌ定器導入）
● オフィス空調室Թ調整 
　（Նق目安：28ˆ、ౙق目安：20ˆ）
● オフィス内照明の間Ҿき、不要な
　照明・広ࠂౝの消౮
● OA 機器の必要最小ݶのՔ動と、　
　OA 機器・PC লエネϞード設定
● 定時ୀ社の推進

リコージャパンでは、営業車を運
సする際、;んわりアクセルなど、
環境にやさしいエコドライブを意
識するܒ発活動を実施。ポスター
のܝ示、専門トレーナーによる新
入社員への安全運స講शなどで、
社員の意識づけを行っています。

エコυライブのపఈ
C O L U M N    

ి動機付き自స車の導入

COOL CHOICEマークで、意識ܒ発を実施
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帰社便へ
積み込み

サービス
拠点

お客様

使用済みパーツなど

部品供給

使用済みパーツなど

リコーパーツ
センター

リコーリサイクル
センター

※同じ敷地

C O L U M N    

エネルギーの節約（Energy saving）
● エネルギー使用の少ない交通手ஈを利用する
● 自然ޫを取り入れ照明の使用時間を少なくする
● エアコンのԹ度をద正値に設定する
● ి気製品はエネルギーセーブϞードで使用する
● ビデオ会議を利用し外出や出ுを少なくする

資源の節約（Resource saving）
● マイカップ、マイボトルを使用する
● マイバッグを使用する
● 分ผを行いリϢース・リサイクルする
● ྆面や集約プリントを活用する

生物多様性保全活動への参加 
（Preservation of biodiversity）

● ެ園整備や৿ྛ保全などの活動に参加する
● Տ川や海؛のクリーンアップに参加する

エコ・アクションの輪を拡げる
（sharing "eco mind"）

● 家଒や༑人とエコ・アクションを実施する
● 会社や地域の環境活動に参加する
● エコ・アクションを企画し活動を֦げる
● 6月5日はグリーンの෰૷や小物で活動を 
 ੝り上げる

　リコージャパンでは、環境ෛՙを少
しでも௿ݮするために、ল資ݯ・リサ
イクル活動を推進。グループ全体では、
お客様の使用ࡁみ製品（コピー機・プ
リンター・トナーカートリッジなど）の
回ऩとリコンディショニング機（再生機）
の販売を行っています。各社・各事業
所では、ごみになるものを持ち込ま
ないことを基本に、どうしてもഉ出さ
れるものには、再資ݯ化・リサイクル
化を推進し、ごみのྔݮに取り組ん
でいます。

লݯࢿ・リサイクル活動

　リサイクルのଅ進を図るため、保
守サービス時に発生する交ࡁ׵み
パーツの回ऩリサイクルシステムを
導入しています。
　このシステムは、部品回ऩのため
の配車は行わず、リコーロジスティ
クスが運用している部品配送後の帰
社便に、日本全国のサービス拠点か
ら回ऩされたパーツをੵみ込み、メー
カーが運用しているリサイクル拠点
に運送するものです。

ճऩとリサイクルシステム
　販売活動においてもল資ݯ・リサイ
クル活動を推進しています。環境配
ྀ型製品の提案のなかで、ެ׭ி、
民間企業とも、リコンディショニング
機をごݕ౼くださるお客様が増えて
います。
　リコンディショニング機では、リϢー
ス部品使用཰80ˋ（質ྔ཰）、製造
時のCO2ഉ出ྔ93ˋݮ࡟（新造機
とのൺֱ）を実現し、環境ෛՙを大き
く௿ݮしています。

リコンσィショニングػのൢച

リコンディショニング機（再生機）

˙ ੡඼ɾ෦඼のճऩリαイクルシステϜ

RICO) (LO#AL ECO ACTION ʗエコએݴ
「エコએݴ」の内容は、下記から自分が実施する߲目にチェックを入れて、さらに自由記入ཝでએݴをします。

※RJ：リコージャパン、RLC：リコーロジスティクス
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との調和ڥ؀

「サステナブルプロダクツPremium」の例

製品サービスと貢献内容お客様の活動 お客様のニーズ

選ぶとき

使うとき

戻すとき

● リコーサステナブルプロダクツプログラム
● リコンディショニング機、省エネ機器販売
● 国内工場でのキッティングによる梱包材などの削減
● 植物由来のバイオマストナー使用による石油資源枯渇への対応

● 両面機能／スキャン to E-Mail、スキャン to フォルダー／
  ペーパーレスFAXによる紙削減
● デジタルオンデマンド印刷による印刷物の在庫削減

● トナーボトル／インクカートリッジ／
  使用済み製品・部品の回収による資源の有効利用

● 省エネモードの活用

● @Remoteご使用状況報告書サービスによる
  CO2 の見える化

環境にやさしい
製品を購入したい

消費電力や紙の
使用実績を
一括管理したい

紙の使用量を
減らしたい

消費電力を
減らしたい

使用済み製品を
リサイクルしたい

● 電力を提供することで、
 電力の使用状況を把握、
 使用量削減へ

● 省電力型複合機・プリンターに
 よるコンセント電力削減
 ● 最適なエアコン入れ替えに
 よる空調電力削減
 ● 直管型、ダウンライト、
 水銀灯型などで
 照明電力削減

● ピークカット※を
 目指した運用改善

リコージャパンに
よる

ワンストップ提案

　リコージャパンは、スマート社会の
実現に向けたサービス事業強化の一
環として、ి力小売事業に本֨参入
しました。
　オフィス向けソリューションの提供
でഓってきた全国に広がる販売・サー
ビス໢を活用し、大規໛の工場や事
業所だけではなく、中小規໛の事業
所やళฮに対しても新ి力への切り
ସえを提案します。

スマート社会実ݱのサーϏス事業ڧ化

　自社の事業活動による環境ෛՙだ
けでなく、リコー製品使用時に発生
する環境ෛՙについても、お客様と
ともにݮ࡟していかなけれ͹ならな
いと考えています。製品使用時の環
境ෛՙの“見える化”を౿まえた提
案活動により、お客様先で、お客様
の環境ෛՙݮ࡟を支援する販売活動
を展開しています。

製඼࢖༻時のڥ؀ෛՙݮ࡟

　環境性能や、使いやすさ・շద性な
どをแׅ的に評価して、“地球にやさ
しい”かつ“人にやさしい”サステナ
ブルな製品を自社で認ূする「リコー
サステナブルプロダクツプログラム」
の運用を2016年4月から開始して
います。
　このプログラムは、一定の基準を満
たした製品を「サステナブルプロダク
ツ」、そのなかでも、評価߲目のいず
れかにおいて業界トップ、あるいは業
界初の性能・機能を有している製品を

「サステナブルプロダクツPremium」
として自社で認ূするものです。
　技術開発のଅ進によるさらなるサ
ステナビリティ向上、そしてお客様へ
の提案力向上に役立てていくことを
目的としています。

サステφブルプロダクπプログラム

͓٬༷へ֦͛るڥ؀อ全の؀

　ి力使用ྔを可ࢹ化してޮ཰的な
運用を行うためのエネルギーマネジ
メントシステム（EMS）や、LED照明、
লエネ性能の高い空調やෳ合機といっ
たলエネ機器をあわせてワンストップ
で提供することで、安定かつ௿価֨
でのి力供給とޮ཰的な運用による
ి力使用ྔの཈制による௿コスト化
とCO2ഉ出ྔのݮ࡟を提案します。

※ピークカット ɿ ి力ध要のピーク（௖点）を௿く཈えること
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ؔ東・ߕ信ӽ地۠

49 ݅

東海・北཮地۠

33 ݅
ۙ 国地࢛۠・ـ

14 ݅

中国地۠

12 ݅

۝भ・ԭೄ地۠

18 ݅

��1�೥౓活動実੷

146 ݅

生物ଟ༷ੑอ全活動

生物ଟ༷ੑอ全の考え方と活動

　人間社会は、生物の多様性がもた
らすԸܙをڗ受する一方で、社会か
らのഉ出物が、地球の再生能力をは
るかに超える環境ෛՙをかけ、この
ままでは人間社会の存続がةぶまれ
ます。
　リコージャパンでは、地球の再生
能力を維持し、高めていくことも重要
であるという認識のもと、2009年3
月制定の「リコーグループ生物多様
性方針」にもとづき、さまざまな生物
多様性保全活動を展開しています。
また、会社も活動支援の一環として、
交通අやボランティア保ݥのඅ用を
ෛ担することで、生物多様性保全活
動を支援しています。

　毎年2,000名以上の社員が、生物
多様性保全活動に参加しています。
　現在の活動状況を把握し、さまざ
まな社員が参加しやすい企画を立て
るとともに、もっと社会に広げていく
ためにも、お客様や地域住民の方々
とともに活動を推進していきます。

活動実੷
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2,481
2,861
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˙ 活ಈࢀՃ社һ਺推Ҡ

Տ川ෑの؛ࠨ・ӈ؛に分かれて、Տ川ෑから
県道までの清掃を実施

Ѵ઒一੪ਗ਼૟活動
岡 山 県

2004年から年2回、間െ作業や下૲מり、
小川पลのごみひろいなどの活動を実施

߳઒;れ͋いの৿ อ全活動
香 川 県

௏が集まる木やՖを植え、多くの௏が集まる
「里山バタフライガーデン」を創造

԰ݹチョウのཬͮ り͘植樹活動
沖 縄 県

インターナショナルバルーンフェスタにおいて,
継続して清掃活動を実施　

Յ੉઒Տ઒ෑਗ਼૟
佐 賀 県

14

13 11

12
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2

1

北海ಓ地۠

12 ݅

東北地۠

8 ݅

との調和ڥ؀

大࿨܊山市にある里山、໼田山の竹ྛ整備を
実施

໼田山༡びの৿ อ全活動
奈 良 県

社員だけではなくお客様やご販売ళの方々
とその家଒、総੎300名以上が参加

௰ಊ海؛ਗ਼૟活動
神 奈 川 県

೙崎市職員の方々と一緒に、さわら஑पลの
৿ྛ内にて、૲מり、ࡶ木整理などを実施

リコーの৿ 自વྛڥ؀ඒ化อ全活動
山 梨 県

流れணいたごみなどを回ऩする、田ล市ઔϲ
඿पลの清掃活動を実施

田ล࿷クリーン࡞ઓ
和 歌 山 県

ಹ市のリコーエレメックス所有ྛで地域のܙ
方と協議会をつくり、保全活動を推進

リコーえなの৿ ৿ྛอ全活動
岐 阜 県

年2回、社員やその家଒が参加する一੪清掃
を継続して実施

ௗऔٰ࠭ਗ਼૟
鳥 取 県

東京都ެ園協会の指導により、ѵの除૲と
࠭඿に生えたࡶ૲の除૲作業を実施

業࡞ఉԂ内আ૲ࣀԸٶ཭ࣳچ
東 京 都

岩প市震災復興プロジェクト（6,000名で5
万本を植える植樹ࡇ）に連続して参加

第 3 ճઍ೥希望のٰ 植樹ࡇ
宮 城 県

9年目に入った、「৿ྛ再生ボランティアの৿」
をお客様と一緒に守る活動

୬લ山࿢国༗ྛ植樹活動
北 海 道

1

4

2

3

5

8

6

7

 ݅

ರլ市気ൺの松原海؛で、ඬண物・ごみ・空き
などを回ऩする清掃活動を実施؈

クリーンアップ;͘い大࡞ઓ
福 井 県

9

10
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す΂てのステークϗルダーの人ݖを
ଚ重し、会社の発展とݸ人の޾෱の
一கを໨ࢦします。
ͦしてଟ༷な社員一人ͻとりが໨的
ҙ ・ࣝ໰題ҙࣝをもち、ͦ れͧれのೳ
ྗを発شして活༂できる৬৔ͮڥ؀
り͘΍人材育੒をਪਐします。

人ؒଚ重

社員を支える࢓組み

˙ 社һを͑ࢧるお΋ͳ取り組み

1. 社員の҆全と݈߁をकるऔり組み 
・健康管理ʗ産業保健体制　・相談૭ޱの設置
・総労働時間୹ॖʗ長時間労働者への健康障害防止
・労務ݚम　・ඇ٤Ԏ化

�. 社員のϞチベーションをߴめるऔり組み ・RICOH JAPAN AWARD（社内表彰制度）

3. ଟ༷ੑをଚ重し、
事と生活のバランスをอつऔり組み࢓ 　

・女性の活༂推進　・障がい者ޏ用　・定年再ޏ用社員への対応
・復職支援セミナー　・フΝミリーデー　・྆立支援制度

�. 人材を育੒するऔり組み ・新入社員合同ݚम　・スキルݕ定やeラーニング　・T1 Grand�PriY

　リコージャパンは、“人は会社のタ
カラϞノ”“人が޷きだと思える会社
でなけれ͹成長できない”という考
えのもと、多様な人が活༂できる環
境づくりに取り組んでいます。そし
て会社が展開する事業やCSR活動
の主役は社員であり、社員一人ひと
りが“主役”と感じられる風土を育ん
でいきたいと考えています。そのた
めに、もてる能力を最大ݶに発揮で
きるよう、個々の成長や౒力の成果
をしっかりと評価する仕組みも整え
ています。

　あるべき࢟の達成に向けた組織お
よび社員の活性化状況を把握し、よ

社員ҙࣝ調ࠪからのվળ

人ؒଚ重の考え方

　また、リコージャパンのビジネスコ
ンセプト「Customer�s Custo̼er 
Success」実現のためには､お客様
の企業価値向上に向けて、改善・改革
ができる人材育成が必要です。事業
ྖ域の֦大にあわせた組織設計と、
個人の能力を最大ݶに発揮できるよ
うな人材配置を行うことで、チームワー
クを発揮しています。

り良い会社になるための課題を発۷
して改善活動をଅ進するために、社
員意識調ࠪをִ年で定期的に実施し
ています。調ࠪは無記名で行い、回
答はすべて機ີѻいとして、その結
果を各部門へフィードバック。そのう
えで全社としての課題、部門としての
課題に対して、改善活動に取り組ん
でいます。
　この結果、各部門での時間外労働
のݮ࡟、年ٳ取得཰向上など、一定
の成果につながっています。
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人ؒଚ重

　2015年1月より、就業時間内全
面ېԎがスタート。三大࣬පをはじ
めとした健康્害要Ҽのഉ除に取り
組むことで、リコージャパンの財産で
ある社員を守るためです。
　具体的には、٤Ԏ所のఫ去や、産
業ҩによるېԎについてのセミナー
をはじめ、健康保ݥ組合によるېԎ
Ԏをサポートېඅิ助で社員のྍ࣏
しています。この制度は個人が支෷っ
た額の൒分を会社がෛ担するもので、
2015年度のېԎ外来受਍は100名、
Ԏを達成した社員は36名にのぼりې
ます。

ඇ٤Ԏ化

リコージャパンでは、全社の໛ൣとなるようなݦஶな業績やす͹らしい活動の成
果をশえて表彰し、全社共通の価値؍を共有することを目的に、社内表彰制度

「RICOH JAPAN AWARD」を実施。業績賞のほか、価値提供賞、CS向上賞、
プロセス改善賞、社会貢献賞があります。選考にあたっては、書ྨ৹ࠪだけでな
く社員投票に加え、プレθンテーションによる৹ࠪなど、৹ࠪのਫ਼度を高め、޷事
例の共有につなげています。
2016年6月10日の表彰式では、429名の༏ल社員が集まり、װ部社員約100名
と、受賞者の家଒約150名が見守るなかで表彰されました。

社員のϞチベーション্޲のために
C O L U M N

表彰式の様子 部にܴえられる受賞者とその家଒װ

　リコージャパンでは、法定健康਍அ
に加えて、がんのૣ期発見や生活श
った健康਍அをߜප予防に狙いを׳
実施。社員の在職中のࢮ๢原Ҽの約
6割が三大࣬ප（がん、ٸ性心࠹ߎے、
೴ଔ中）であることが൑明したためです。
　また、਍அ結果にもとづく健康維持・
増進に向け、産業ҩや保健ࢣを各地
域に配置して健康਍அ受਍後のフォ
ローをॆ実させたり、健康保ݥ組合
による特定保健指導を実施し、さらな
る生活श׳ප予防に取り組んでいます。

管理ʗ産業อ݈体੍߁݈
　総労働時間୹ॖへの取り組みとし
て、ݶられた時間でޮ཰よく仕事を
進め、成果を上げるために、上࢘が
部下の労働時間を日々確認できるツー
ルを活用しています。
　長時間労働者には、「健康チェック

（セルフチェック票）」を実施し、ർ労
の஝ੵ度合いを把握。その結果により、
フォローが必要な社員には産業ҩに
よる面談、就業ા置を実施しています。

૯࿑ಇ時ؒ୹ॖ

　社員が、職場のこと、家଒のこと、
心身の健康に関しての೰みなどを一
人で抱え込まず、଎やかに相談でき
るよう、社内相談૭ޱ「リコージャパ
ンほっとライン」を設置。また、社外
相談૭ޱも設け、安心して相談でき
る体制を整えています。

૬ஊ૭ޱ
　全国各地域の管理担当੹೚者に対
して、労務ݚम「労務リスクを防ぐた
めの管理担当の役割」を実施。หޢ
として招き、役割と੹೚、部ࢣを講࢜
下へのマネジメントなどについて学
びました。

࿑຿ݚम

　社員の健康の保持・増進を図るた
めにさまざまな健康づくり事業を実施。
2015年度の健康ウォーキング大会は、
全国8カ所で開催され、健康増進・有
ૉ運動をଅ進するためのきっかけࢎ
づくりになりました。

ウォーキング大会߁݈

　健康づくりのきっかけを提供する
目的でつくられた۞楽部で、ウォーキ
ングのา数や、食事をෲീ分目にす
るなどの、ライフスタイル改善の目
標を立てます。キャンペーン期間中
にこれらを達成することで、内容に応
じてポイントが付与され、健康づくり
に役立つ品物と交׵できる仕組みです。

ϙイント۞ָ部߁݈

ಇき΍すい৬৔ͮ͘り
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ダイバーシティਪਐとワークライフ・マネジメント
　性ผ、年齢、障がいの有無、国੶
や経験、経ྺ、出身などのҧいにか
かわらず、さまざまな個人が最大価
値を発揮できることを大切にしてい
ます。おޓいのҧいを尊重しながら
議࿦を交わし、切᛭ୖຏすることで、

一人ひとりが成長し、組織が発展し、
企業価値も向上することが、リコージャ
パンの目指す࢟です。そして、「ダイ
バーシティ推進」と「ワークライフ・マ
ネジメント」の྆ྠで取り組み、新し
い働き方への௅ઓを行っています。 意識調査

意識・風土醸成

両立支援と
働き方の
見直し

女性
活躍
推進

ダイバー
シティ推進

ワークライフ・
マネジメント

31

　リコージャパンは、2013年5月、
国連機関（UN Women）と国連グ
ローバル・コンパクトによる「女性の
エンパワーメント原ଇ（WEPs）」へ
の支持を表明し、署名しています。
　WEPsは、女性が可能性を十分に発
揮し、能力を高め、その౒力を正当に
評価されるような労働環境・社会環境
を整備することを定めた行動原ଇです。
　また、経団連の会員企業として、企
業トップによるコミットメントと、リー
ダーシップを社内外に示すために「女
性の役員・管理職登用に関する自主
的行動計画」をࡦ定し、経団連ウェブ
サイト上にެ表しています。

ঁੑ活༂ਪਐコミットメント
　ి子社内報を利用して、全国361
拠点、約2万名の社員にダイバーシ
ティ推進活動の情報を発信。多様な
地域・職種で仕事をする社員が多い
なか、ロールϞデル社員の紹介コー
ナーは毎回アクセスが多く、共感やヒ
ントを得ているという社員のコメント
が寄せられています。

ਪਐ活動の৘ใ発信

　リコージャパンでは、「法定ޏ用཰
達成という९法のみならず、ダイバー
シティ推進の؍点から、継続的に推
進する」というリコーグループ共通の
考えのもと、さまざまな取り組みを行っ
ています。
　ハローワーク、特ผ支援学校など
の各種学校や、就労支援センターを
はじめとした地域社会との連携、イ
ンターンシップ生のੵۃ的な受け入
れを実施。
　また、能力とద性を考ྀした採用
をはじめ、入社後の定ண・活༂支援
に向けた、社内環境設備の改善や、
上࢘・同僚の理解をଅ進するための
フォローなどを行いながら、障がい
者ޏ用཰の向上に向けてੵۃ的に取
り組んでいます。

োがい者ޏ༻とͦのऔり組み

　女性社員の長期的な成長を実現す
るために、高い専門性とリーダーシッ
プをもち、組織やプロジェクトをݗҾ
していく、次世代リーダーのૣ期ഐ
出が必要と考えています。
　そのため、能力と意ཉのある女性
社員をૣいஈ֊から育成し、上位ス
テージで活༂できるように、キャリア
意識変革や管理職ީิの育成ݚमを
実施。また、次世代リーダーީิの
人材育成を強く意識してマネジメント
をするために、対象社員の上࢘に向
けたݚमも行っています。これらの取
り組みにより、ண実に女性管理職層
の増加につながっています。

ϙジティブアクションݚम

ダイバーシティのਪਐ

V O I C E

मを通じて､ダイバーシティやஉ女の೴のҧいについて学शし、多くの“気づݚ
き”を得ることができたと同時に、女性社員が本来備えているパフォーマンス
を存分に発揮するためには、おޓいが理解し合う࢟੎と工෉が重要だと思いま
した。
私も働きやすい環境の整備に౒めていこうと思いますし、グループメンバーには
これからの会社をݗҾしていく人財になってもらいたいと思っています。

してߨमをडݚけ޲্࢘
インダストリー第二事業部 第二営業部 化学担当室
室長
ղྑ 純一



　育児ٳ業から復職する社員、復職
して1年未満の社員と上࢘など、約
130名 が 参 加し、 全 国20拠 点で
RICOH UCS※を઀続して中継し、テ
レビ会議で開催しました。仕事と家庭
の྆立に関する講義と先ഐ社員講話、
復職後に利用できる制度説明や、参
加者同࢜のディスカッションなどを実
施。復職後の不安を軽ݮし、前向き
に仕事に取り組む
ための気持ちの切
りସえができる機
会となりました。

V O I C E

人ؒଚ重

　日々社員を支える家଒に職場への
理解を深めてもらい、改めてワーク
ライフ・マネジメントについて考える
フΝミリーデーを開催。社員自身も
同僚の家଒と৮れ合うことで、それ
ぞれの社員に大事な家庭があるとい
うことを再認識することができます。
　2015年度は6拠点で開催し、約
300名の家଒に参加いただきました。
地域ならではの工෉をڽらしたイベ
ントで、社員と家଒と会社のつながり
を感じ、一体感を共有できる機会になっ
ています。
　参加した社員からは、「娘が毎ே『パ
パ、リコージャパンへ行ってらっしΌ

フΝミリーσー

൴が育ٳの取得を申し出たとき、その真
動をみて「応援してあげなくては」ݴな݋
と思いました。誰もやっていないことを
やるのは勇気が必要です。新しいことへ
のチャレンジは、൴の次に続く、新しいリ
コージャパンをつくることになると考えま
した。復帰後の൴に期待しています。

ཱ྆支援੍౓ར༻者਺

ঁੑ உੑ
ҭٳࣇ業੍度 264名 22名

୹ۈؒ࣌務੍度 400名 1名

˙ ҭࢧࣇԉ੍度

ঁੑ உੑ
介ٳޢ業੍度 0名 0名

୹ۈؒ࣌務੍度 2名 3名

˙ 介ࢧޢԉ੍度

3人目が生まれることになり、࠺の育児ٳ業取得が難しいこともあって、私が育
本を読んだりしٳを取得するかどうか೰みました。そのために、さまざまな育ٳ
たのですが、֮ޛが必要だとわかりました。実際に育ٳを1年取得してみると、
今まで自分が知っていると思っていた社会のࢹ野が、90度から180度に広がっ
たと感じました。地域社会とつながりをつくっておくと、自分の存在するところが
会社だけでないことに気づきます。また、復帰する場所がないんじΌないかとい
う不安より、それ以上に力をつけて帰ってくることができると確信しています。
私は、お客様のワークプレイス改革のご提案をさせていただく部署にいますが、
今後プロジェクトのマネジメントをしていくうえでも、自分の経験を活かしながら、
お客様に実感をもってご提案ができると思います。

Ϗジネスソリューションζ本部 ワークプϨイス事業ਪਐ室
ワークプϨイスσβインਪਐグループ
Ԙೖ ཽथ

育ٳऔಘ者

Ϗジネスソリューションζ本部 ワークプϨイス事業ਪਐ室
ワークプϨイスσβインਪਐグループ
リーダー
޾හ ౻ࡈ

࢘ ্

復৬支援セミφー

ワークライフ・マネジメント

い』と、会社名をݴって見送りして
くれるようになってخしい！」など、
喜びの声も多数聞かれ、਌子のコミュ
ニケーションが深まりました。
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V O I C E

● 同じ会社の社員でも、人によっ
て会社の強みなどの見方がҧう
と感じ、また相手の立場になる
難しさを学んだ

● 相手にとって、何をどう説明した
ら一൪理解しやすいのか、ৗに
改善を目指して考えていこうと
思った

● 実際にやってみると಄でわかって
いてもできないことに気づいた

● 自分の思いを相手に伝えること
や、日々目標をもってチャレンジ
することの大切さを学んだ

߹ಉݚमडߨの感૝

人材開発

　リコーグループ育成方針にԊって
育成環境をߏஙしていくうえで重要
なことは、変化し続ける市場環境にあっ
ても、それに対応して成長し続けるこ
とができる“強い育成風土をߏங”す
ることだと考えています。
　その࣠は、“自ら育つ”という成長
意ཉをৢ成できる育成環境の整備と、

“現場で育てる”という風土にしてい
くための、事業成果�人材育成の྆
࣠でマネジメントできる組織職・次世
代経営װ部の育成と考え、これにԊっ
た教育体ܥをߏஙしています。

業務

※上記教育体系図には、おもなコースだけを掲載
※階層別教育の職位名やコース名は、一般的な表現に置き換えて掲載
※SAはセールス、CEはカスタマーエンジニア、SEはシステムエンジニアの略語

階層別教育 共通・節目

専
門
ス
キ
ル
レ
ベ
ル

役
職
・
年
次

・PM・IT・業務分析
・プレゼンテーション

・提案力

職種別マネジメント研修

職種別スキルアップ研修

職種別若手社員
スキルアップ研修

職種別基本スキル研修

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

ベ
テ
ラ
ン

役
員
＆
幹
部

部
長
ク
ラ
ス

課
長
ク
ラ
ス

係
長
主
任
ク
ラ
ス

若
手
・
新
人

中
堅

若
手

新
人

キャリアデザイン
研修

キャリアデザイン
研修

キャリアデザイン
研修

20
代

50
代

40
代

30
代

SA CE スタッフ

職種専門教育

共通SE

・お客様対応・商品知識・IT基礎

マネジメント強化

新任幹部
支社長研修

新任課所長
研修

プレマネ
育成

新任部門長
研修

新任管理職
研修

昇格者
研修

新入社員
合同研修

評
価
者
研
修

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成

基本スキル

オ
ー
プ
ン
研
修（
強
化
課
題
対
応
）

オ
ー
プ
ン
研
修（
強
化
課
題
対
応
）

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
行
動
規
範
・
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
・
Ｅ
Ｍ
Ｓ
教
育

人材育੒の基本方針

　自ݾ成長に向けた準備と入社後の
育成目標レベルのさらなる向上を目
的に、内定者教育を実施しています。
　職種共通教育では、社会人の基本
やリコーグループについて、eラー
ニングや読書などで学び、職種ผ教
育では、IT基ૅ知識などをテキスト
やWeCテストなどで学び、配ଐ予定
職種への理解を深めます。
　入社式後、国内リコーグループ合
同開催によるݚमにて、リコーグルー
プパーソンの基本、ビジネスパーソ
ンの基本を新入社員全員が理解、श
得していきます。特に一人ひとりが日々
の行動൑அのよりどころとすべき「リ

৽ೖ社員のૣظ育੒

人材育੒へのऔり組み

コーウェイ」に関しては、さまざまな
ワークをもとに、グループ共通の理೦・
価値؍を深く理解・浸ಁさせていきま
す。また合同ݚम後は、リコージャパ
ン独自ݚमとして、職種ごとに基ૅス
キルをश得する専門教育を実施して
います。
　さらに、配ଐ後のフォロー・育成の
ためにアドバイザー制度を導入。先
ഐ社員をアドバイザーに೚命し、配
ଐ後のお客様対応活動全般で新入社
員育成を担います。同時にアドバイ
ザー自身の後ഐへの指導スキル向上
も図ります。
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人ؒଚ重

い合い、確かڝ技術、提案技術をࠂ
な知識と高い技術力“文෢྆道”を
賞賛することで技術力のৢ成、CS（お
客様満足）、ES（ै業員満足）向上
を狙いとしています。

文武両道

T1GP 
全国大会

T1GP 地域大会
北海道・東北・関東・
首都圏・中部・関西・
中国・九州・MA

ゴールド以上称号取得者

リコーサービス／ ICT 技術者検定

卓越した技能の発揮

高度な知識の保有

　年に1回、“技術” をތれるプロ集
団づくりに向け、テクニカルスキルを
�య 「T1 Grandࡇい合う技術のڝ
PriY」を開催しています。
　ご販売ళの皆様を含む約5,700 名
のカスタマーエンジニアのなかから、
高度な専門知識をもつカスタマーエ
ンジニアを選抜し、全国9地域にて
地域大会を開催。2015年の全国大
会では、各地域大会の上位成績༏ल
者38名が、85分間にわたり೤ઓを
繰り広げ、4部門でグランプリを決
定しました。
　お客様઀点活動にてഓわれた༏れ
た技術力により、機器म復技術、報

ٕज़をڝい CS・ES すࢦを໨্޲

V O I C E

所ଐ部門の代表として、何としてもグランプリを֫得したいという思いでྟみま
した。願いどおりにグランプリを֫得でき、私自身もخしかったのですが、支援し
てくださった方々に喜んでいただけたのが、とても良かったです。
T1 Grand�PriYでഓった技術力・提案力は、お客様のトラブル解決、よりޮ果的
なMFP（ෳ合機）使用方法の提案につながっています。また営業の方がએ伝して
くれたこともあり、グランプリを֫得したカスタマーエンジニアが担当していると
いうことで、お客様にもより満足していただいています。

グランプリʢΧラー PPC部໳ʣをड賞して
サーϏスٕज़本部 MAフィールυサϙートセンター
MA第一S�S部 MA৓੢第1サーϏスステーション
࿠࣍޾ 川ࢢ

　お客様に安心・満足・感動していた
だく「価値共創パートナー」を目指し、
社員自らが基ૅ知識を計画的に学び、
श得し活用しながらお客様への対応
力強化を図るため、年2回ݕ定を実
施するスキルݕ定制度を運営してい
ます。

スキルݕ定੍౓の実ࢪ

　さまざまなeラーニングの教育コ
ンテンツをそろえ、社員自らがいつで
も学べ、実施ཤྺを管理しやすい環
境を提供。また、上࢘や部門の取り
まとめをする担当者が、受講ཤྺや
テスト結果を把握できるようになって
います。
　一部のコンテンツはお客様にも提
供されています。

社員が自ら学ぶ࢓組み

　༏れた実績を࢒し、お客様満足度
の評価が高い営業に学ぶ、インタ
ビュー動画を制作しています。この
動画をもとに、各支社のCS向上委員
会で議࿦したり、֊層教育のなかで
ワークショップとして取り入れ、自分
たちができることを話し合います。
　これまでに全国で約1,000名の社
員がࢹ聴し、CSマインドのৢ成につ
なげてきました。

͓٬༷ຬ଍について学び߹う
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企業市民としての役割を自覚し、地
域社会の一員としてさまざまな社会
貢献活動を、全国各地で展開してい
ます。
また、東日本大震災の復興支援活動
も継続的に行っています。

社会との調和

社会貢献活動

コミュニティ発展

リコージャパン
社会貢献活動
重点分野重

次世代育成地球環境保全

　リコージャパンは、社会が抱えるさ
まざまな課題に真摯に向き合い、社
会とともに成長する企業を目指し、会
社の強みや人材・リソースを活かした
社会貢献活動に取り組んでいます。
　地域における持続可能な社会実現
のために、リコーグループ社会貢献
基本方針にもとづき、重点分野を「地
球環境保全」「コミュニティ発展」「次
世代育成」の3つに定め、各地で活
動を行っています。

社会貢献基本方針と重点分野
　リコージャパンでは、年間で1人が
1件以上の社会貢献活動に参加する
ことを目標にしています。地域清掃や
生物多様性保全活動はもちろん、献
血や各種イベントの企画など、自らの
意思で参加する活動が対象です。少
しでも社員が参加しやすい環境を整
えるため、全国でさまざまな活動を
企画し、実施しています。

全社員の参加を促す

　全国各地で行われている社会貢献
活動への社員の参加状況を把握する
ため、「社会貢献活動実績登録データ
ベース」を活用しています。
　ボランティア活動を企画した場合は

「社会貢献情報BOXデータベース」
で参加を呼びかけ、誰が申し込んだ
かがわかるようになっています。同僚
を誘うなど、コミュニケーションの活
性化にもつながっています。

全国の社会貢献活動を見える化

　リコージャパンの社会貢献活動に
ついては、それぞれの地域から評価
を受けています。
　兵庫支社では、20年にわたり取り
組んできた献血運動への功労に対し
て「日本赤十字金色有功章」が贈呈
されました。
　北海道支社では、札幌商工会議所

「第1回CSR経営表彰」において「社
会貢献部門」と「環境貢献部門」の2
部門を受賞しました。

地域からの評価

社会貢献に対する考え方

第1回CSR経営表彰式にて

日本赤十字金色有功章

35



　社会に多大な貢献をした社員やチー
ムに対し、社内表彰制度「RICOH 
JAPAN AWARD」（30ページ参照）
において、「社会貢献賞」として表彰し
ています。
　2015年は、社会インフラ事業本
部スマート＆エネルギー事業部ヒュー
マンサポートグループによる、高齢
技術者の就労機会を創出する取り組
みが受賞しました。

社会貢献賞

社会との調和

「デジタルカメラとあそぼう！」参加者とボランティアの
長崎支社社員

（写真上）
荒川区立尾久宮前
小学校の食育交流の様子

（写真下）
食育交流で出された
キノコのメニュー 画面共有でクイズの質問を映し出している様子

　「リコー・サイエンスキャラバン」で
は、子どもたちに科学の楽しさを体験
してもらうプログラムを全国で展開。
2015年度は新プログラム「デジタ
ルカメラとあそぼう！」がスタートしま
した。
　出展依頼にこたえて、2015年度
は47回開催、参加者はのべ27,731
名と過去最高でした。ここには運営ボ
ランティアスタッフとして､のべ450
名のリコージャパン社員が参加して
います。
　長崎支社が協賛し、3日間で2,763
名もの来場者が参加した「アート遊
園地で遊ぼう!!」にも「デジタルカメ
ラとあそぼう！」を出展。一人二役の
合成写真撮影で、楽しく学びました。

リコー・サイエンスキャラバン
　2015年10月22日、山形県の鮭
川村立鮭川小学校、東京都の荒川区
立第二日暮里小学校、荒川区立尾久
宮前小学校の3校をRICOH UCS※

でつなぎ、各校アピールや鮭川のキ
ノコ生産者の話を聴くなどの交流授
業が行われました。
　15年ほど前から、鮭川村では地産
地消の日として地元で採れたキノコ
を学校給食で出す「木の子の日」が
あります。4年前からの鮭川村の呼
びかけに、荒川区の小学校2校が応
える形で、3校の交流がスタートした
のです。
　RICOH UCSがこのような形で食
育教育にも活用されています。

山形と東京を結び食育交流
　RICOH UCS はカメラ機能だけで
なく、パソコンからの資料を画面で共
有することができます。
　国際基督教大学では、毎年、外国
人留学生による母国についての国際
交流授業を、荒川区立第九中学校と
つないで実施。2015年は、ジンバ
ブエ出身の大学院生による授業で、
自国の地理や国旗についてクイズ形
式で出題したり、生徒からの「ジンバ
ブエで人気のスポーツは？」「流行っ
ている食べ物は？」といった質問に答
えたりしました。これらの交流は、す
べて英語で行われ、生徒たちにとっ
ては自分たちの英語力を試し、自信
をつける機会になりました。

海外について英語で学ぶ

教育分野での社会貢献活動

リコージャパンは高齢者の就労機会を
創出する目的でシルバー人材センター
と協業しています。パソコンやプリンター
などの納入時に必要となる簡単な設定
や消耗品の在庫確認などの作業を、セ
ンターから派遣されたシルバー人材の方が実施。2013年11月〜2016年3月
で、のべ892名に就労機会を提供し、ほかの企業にも広がっています。
この取り組みが高齢者の健康増進、やりがいにつながり、社会全体の活性化に貢
献しています。

シルバー人材センターとの協業
C O L U M N    

※RICOH UCS ： RICOH Unified Communication
 System
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たくさんの文房具をご寄贈いただき、本当にありがとうございました。今回、リコー
ジャパンの皆さまにご寄贈いただいた鉛筆などの文具を使って、シリア難民の子
どもたちは、それぞれの願いを描きました。「自分の国に帰りたい」「学校に行き
たい」など、さまざまです。「シリアのこと、私たちのことを忘れないで」と訴える
子どもたちにとって、遠い日本から届いた皆さまからのご支援は、厳しい難民生
活を送る子どもたちに、どんなに勇気と希望を届けてくれたことでしょう。まだま
だたいへんな生活が続く子どもたちを、どうぞこれからも応援してください。

子どもたちに勇気と希望を
AAR Japan [難民を助ける会］ シリア難民支援担当
柳田 純子 様

　リコージャパンでは、トルコで避難
生活をしているシリア難民の子ども
たちへ、全国の社員から集めた文具
を認定NPO法人AAR Japan［難民
を助ける会］を通じて届けました。こ
れは、2013年に関西の事業所でボー
ルペンを寄贈したことから、現地では
子どもたちが不自由なく学ぶために
鉛筆が必要とわかり、自宅で使わなく
なった新品の鉛筆を集めて届けようと、
実施されたものです。集まった鉛筆

には「シリアの子どもたちのために使っ
てください」などのメッセージが添え
られていました。
　2015年11月18日、AAR Japan

［難民を助ける会］の柳田純子様がリ

コージャパンに来社され、現地の状況
について講演されました。参加者からは、

「シリア難民の置かれている状況や、
現地での活動などを理解することが
できました」という声が寄せられました。

鉛筆をシリア難民の子どもたちに

全国に呼びかけた活動

地域の活動

　2015年1月、千葉支社では ①ワー
クライフバランスの実現、② 社員の
健康維持、③ 組織の活性化、④ 社会
貢献活動の実践を目的に、マラソン
部を発足させました。今までに15の
大会に出場し、チーム名「HOALOA」
の由来になった“大切な仲間たち”と、
今日も元気に街をきれいにしてい
ます。

マラソン部でゴミ拾い
　大阪支社では、「グルメ杵屋社会貢
献の家」様が毎年開催している、地
域貢献イベントで協働しました。
　「私たちの専門性を地域の皆さん
に知ってもらい、困ったときに声をか
けてもらえる存在になろう！」と、リコー
ジャパンならではのコンテンツを準備。
過去最高の400名を超える地域の方
が参加されました。

地域貢献イベント「りこらぼ」
　愛媛支社では、2005年から地域
貢献と次世代育成のために、学童軟
式野球大会「リコージャパン杯」を毎
年開催しています。
　大会期間中の2日間で、のべ100
名近くの社員ボランティアがグランド
整備や本部設営、誘導などに携わります。
　大会出場者からプロ野球選手が誕
生するなど、地元でも知られる大会
になりました。

リコージャパン杯
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社会との調和

カラグール小学校で届いた絵本を手にする子どもたち

V O I C E

今回は貴重な体験をさせていただ
き、ありがとうございました。娘と
二人で楽しく作業をすることがで
きました。

愛知支社 ソリューション第二営業部
通信ネットワークグループ
中川 秀登

参加者の声

V O I C E

気軽に申し込みをしていたのです
が、実際に現地に行き、主催者の
方や、過去にも参加した方のお話
を聞いて、とても意義のある活動
に参加できたことを幸運に感じま
した。これからも被災地へ貢献で
きるよう活動していきたいと思い
ます。

インダストリー第一事業部
第三営業部
製造第二担当室
漆畑 美佳

参加者の声

リコー社会貢献クラブ・FreeWill

　バングラデシュの子どもたちに、ベ
ンガル語の翻訳シールを貼った絵本
を届ける「世界に届け！FreeWill絵
本プロジェクト」は、2013年から開
始し、これまでに1,310冊の絵本を
届けました。
　会員1人につき1冊の日本語の絵
本に翻訳シールを貼り、最後のペー
ジにはメッセージを書き込みます。職
場で同僚と一緒に、家庭で子どもと
一緒に、手軽にできる社会貢献活動
として、毎回たくさんの応募がありま
す。絵本はESAアジア教育支援の会
によって届けられ、現地から喜びのレ
ポートが届きました。

世界に届け！絵本プロジェクト
　FreeWillでは、2年に1度、大型
寄付支援を実施。2015年度は、4
分野の社会課題をわかりやすくイラ
ストにして会員投票を行い、「ザンビ
アのお母さんと子どもの命を守るプ
ロジェクト」に決定しました。

会員投票で大型寄付支援

　2015年度は42の団体に寄付支
援を実施。寄付支援先は会員の推薦と、
会員の代表による運営委員会（年4回）
で決まります。
　発足以来2016年3月末時点で、
535団体、総額1億5,900万円に及
ぶ寄付をしています。

寄付支援の決定

　FreeWillの活動や、支援団体につ
いて知ってもらい、商品の購入で応
援する「買う＆知るボランティア」を、
定期的に開催しています。

買う＆知るボランティア

　リコー社会貢献クラブ・FreeWill
は、1999年に発足した社員参加型
の支援組織で、現在リコーグループ
10社へ広がっています。一人ひとり
の浄財を､社会貢献活動に活かすこ
とを狙いとしており、自由意志で会員
になった社員の給与と賞与の端数（給
与の100円未満、賞与の1,000円
未満）を原資としています。

社員が支える支援組織

運営委員会の様子

川崎第二事業所（9月開催）

　認定NPO法人桜ライン311が実
施している桜の苗の植樹活動に2013
年より8回、のべ140名の会員が参
加しました。この植樹活動は、津波によっ
て尊い命が失われた悲劇を繰り返さ
ないために、陸前高田市内の津波到
達点に桜を植樹し、次の世代に伝承し
ていくことを目的としています。

桜の植樹で防災を
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ボランティアで訪問した田村市都路地
区の女性有志で結成された、愛

め
都
と

路
ろ

の
会の方4名に、震災当時を振り返って手
記を書いていただきました。これを全国
の社員が読めるように共有したところ、

「涙が止まらなかった」「福島のことを思い続け、機会を見つけて訪問します」といっ
た応援メッセージが集まりました。
この応援メッセージを現地にお届けし、社員と都路の絆をさらに深めることがで
きました。

田村市都路への応援メッセージ
C O L U M N    

V O I C E

● ボランティアは一時的なもので、たいしたことないと思ってたけど、リコージャ
パンは2年も続けてやって来てくれました。感謝したいです

● 5、6年生の子どもがあれだけ集まったのは、学校行事以外なかったと思います

住民の声

● 料理をつくったり、しめ縄をつくったり貴重な体験ができました

子どもたち

● 3者が協働して実施でき、地域が何かをやろうというきっかけづくりになりました

田村市復興応援隊

● 地域活性化のために子どもたちが果たす役割の大きさを、再認識しました
● 福島の復興はまだまだ遠いということを、この目で確かめ、忘れていないこと

を発信するのが大切だと思うようになりました

リコージャパン社員

「Team都路」活動参加者の声

都路たからものカレンダー2016

郷土料理づくりを伝授

12月には都路の子どもたち29名が参加

復興支援活動

継続的な東北復興支援

　未曾有の被害をもたらした東日本
大震災から5年の月日が経ちましたが、
リコージャパンでは継続的な東北復
興支援活動を行っています。
　2015年度の社員ボランティアでは、
地域住民、NPOと三位一体で、地
域の次世代を担う子どもたちを対象
にした活動を企画し、たくさんの子ど
もたちが参加してくれました。
　東北3県の産業復興を応援する物
産展では、一般の方にも購入してい
ただくことと、売り上げの一部を震災
遺児・孤児に寄付することでさらなる
お役立ちを行っています。
　防災意識を高める社員の震災体験
メッセージ集は、2012年の発行以来、
多くの方に活用いただいています。
東北地域では仙台防災未来フォーラ
ムに出展、仙台市では荒井地区の新
たな街づくりに参画しています。

　福島第一原発20km圏内で初めて
避難指示が解除された、福島県田村
市都路地区。2015年度は、“住民”と
現地NPO法人が運営する“田村市
復興応援隊”と“リコージャパン”の3
者で「Team都路」を結成。行政と協
働して、明日を担う子どもたちの育成
とコミュニティの活性化を図りました。

東北復興応援ボランティアチーム
　計4回、毎回十数名の社員が現地
に行き、農作業や食文化、昔ながら
の遊びの文化などを、住民の皆さん
と一緒に子どもたちに体験してもら
いました。また地域の小学生の絵を
題材に「都路たからものカレンダー
2016」を製作、都路の住民全戸に配
布しました。
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社会との調和

　2016年３月12日開催の「仙台防
災未来フォーラム2016」に、リコー
ジャパンは“皆さんの想いを伝え続
けます”をテーマに参加しました。昨
年の国連防災世界会議パブリック
フォーラムに出展した「リコーMake 
A Wishデジタルサイネージ」で撮
影した写真からメッセージ性のある
写真を抜粋し、再展示。復興・防災に
関しての“問いかけ”を行い、来場者
に“気づきの場”を提供しました。

仙台防災未来フォーラム

　リコーグループの首都圏にある事
業所では、東北3県の物産展を定期
的に開催。2015年度は5回開催し、
累計26回となりました。商品の購入
による貢献に加え、売り上げの一部
を岩手・宮城・福島の震災遺児・孤児
の基金に寄付しています。
　この物産展は、社員だけではなく、
同じビルで働く方や地域の方も購入
できるため、震災の風化を防ぐことに
もつながっています。2015年より、
東北復興応援ボランティアチームが
訪問している田村市の野菜や手工芸
品なども一緒に販売しています。

東北復興応援物産展
　東北地区で震災に遭った社員の実
体験にもとづいて、教訓や次への備
えの情報を集めた小冊子『真の気づ
き・教訓』は、2012年の発行以来多
くの方にご活用いただき、防災の大
切さを伝えています。東北復興応援
物産展やイベント開催時にも配布し

「内容が具体的でわかりやすい」と評
価をいただいています。

震災体験メッセージ集　
　震災から5年目の3月11日に開催
したこの企画は、震災の記憶を風化
させないという気持ちを込めて、被
災された障がい者施設の方がつくる
お菓子を購入して応援するものです。
全国の15の事業所で計1,060個の
お菓子を完売しました。
　仙台では「被災地として今まで全
国の皆様から支援いただく側でしたが、
地元からも支援していきたい」という
声が寄せられました。

3.11with Sweets Project

晴海トリトンスクエア（東京都）で実施した物産展　

展示の様子

2016年3月7日、宮城県東
松島市で街づくりに取り組む、
あおい地区まちづくり整備協
議会の小野竹一会長をお招き
し、震災当時の話や、その後
の街づくりについてお話を伺
う講演会を本社で開催しました。
東松島市では市街地の7割近くが津波で浸水し、現在でも仮設住宅に多くの方
が住んでいます。講演では、当時の避難所で子どもたちの存在がいかに避難者
の力になったかについてや、現在は行政主導ではなく住民主導で街づくりを進め
ていることなどをお話しいただきました。
講演の最後は「東松島の名物は航空自衛隊のブルーインパルス、皇室献上海苔
の二つです。それに、これからつくる日本一の街を加えます。それが支援のお礼
になると思っています、ぜひ見に来てほしい」というメッセージで締めくくられま
した。
この日の講演内容は、参加できなかった社員も動画で閲覧できるようにしました。
後日、社員から小野会長への応援メッセージを集めて、集合写真とともに現地
にお届けしました。

震災の当時と今を知る
C O L U M N    

発売30分足らずで完売した宮城支社の様子
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 「ViCreA・CIS」
社内実践事例を通してお客様の企業価値向上に貢献

LiveOfficeʮ7i$re"ʯ（ヴィクレア ： Value innovation Creative Area）

ʮ$*4ʯ ： Customer Innovation Support service

　ViCreAは、リコージャパンのワー
クスタイル変革へのチャレンジをお
客 様 に 体 感して い た だく空 間、

「LiveOffice」です。社内実践事例の
ご紹介を通して、お客様の価値創造
への貢献・サポートをします。
　自ら実践した内容だからこそ、成功
事例はもちろんのこと、失敗談も含
めた生のノウハウを、お客様に自信
をもって提供することができると考え
ています。全国各地のViCreAにて、
皆さまをお待ちしています。

ご紹介内容の一例
● 経営基盤強化
　　ダイバーシティ推進
　　セキュリティ体質強化

● ワークスタイル変革
　　営業職のワークスタイル変革
　　働きやすいオフィスづくり

● 業務プロセス改革
　　会議スタイルの変革
　　ワークフローの電子化

● 売上拡大
　　BIツールによる経営情報可視化
　　iPad※活用による営業提案力強化

S P E C I A L  C O L U M N

ViCreAご案内の流れ
ViCreAではお客様のご要望に合わせて、紹
介内容や時間を調整可能です。お気軽にご相
談ください。

ViCreAバーチャルオフィス
オフィス見学を擬似体感できるバーチャル
サイトもぜひご覧ください。
http://ricohjapan-vicrea-panorawalk.
cloudapp.net/vicrea/top.html

　「CIS」は、リコーグループの社内
実践から生まれたノウハウをもとにし
て、お客様の経営課題をともに解決
するサービス。リコージャパンは、商
品の性能や体制でお客様の利便性を
向上してきましたが、ほかのお客様
の導入事例などのノウハウの提供に
加えて、自社で実践した“変革への道”

を紹介します。
　具体的には、“変革への道”を、セ
ミナー、事業所見学、ベンチマーキ
ングでご紹介。リコーグループの総
合力を発揮することによって、単にオ
フィス環境の改善にとどまらず、お客
様の真の企業価値向上に向けた変革
への取り組みに貢献しています。

「ViCreA」
リコージャパン
実践事例

社内実践のご紹介 事業所見学お客様

「CIS」
リコーグループの実践事例

ベンチマーキング

環境
経営基盤
強化

ワークスタイル
変革

業務プロセス
改革

売上
拡大

CSR
IT

システム

物流
開発
設計

SCM
構造改革

販売
サービス

生産

経営企画
広報

総務
人事

品質 資材

● ViCreAご来場実績  （2015年度）
 4,080社
● 全国ViCreA拠点一覧
 45拠点  （2016年6月現在）
● 来場申し込みについて
 ViCreAは事前予約制です。リコージャパン

担当営業までお気軽にお申しつけください。
 リコージャパンウェブサイトからもお申し込

み可能です。
 http://www.ricoh.co.jp/sales/liveoffice/

セミナー

事業所見学

ベンチマーキング

プレゼン
テーション

オフィス
見学

ディス
カッション

※iPadはApple Inc.の商標
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※AGV ： Automated Guided Vehicle（無人搬送車）

リコーインダストリー無人搬送車 M2

社内実践から生まれたソリューション
リコーグループの生産会社が改善活動の一
環として、自社独自の簡易AGV※を開発。工
場の屋内物流の自動化に取り組んできた社
内実践ノウハウをもとに、安全基準や法規制
対応などの改良を施し、“カンタン導入” “カ
ンタン工程変更”をコンセプトに商品化しま
した。

●「リコーが取り組む社内実践事例のご紹介」の詳細は
ウェブサイト参照

 http://www.ricoh.co.jp/solution/rpp/index.html

C A S E  S T U D Y

当初は、事務機器のリースなどのおつき合いでしたが、ここ
4、5年、社内の仕組みや業務改善をするうえでのご提案を
していただくようになりました。特に今回の情報セキュリティ
課題については、製造現場をもつリコーさんならではの実
践事例を活かした提案で、業務全体にわたる改善のサポー
トをしていただき、社内の意識改革にもつながりました。
私たちはオイル製造業ですが、その製造プロセスには知的
財産と呼べるものも含まれています。そういう意味で、情報
セキュリティが事業のリスクになることは、トップやマネジメ
ント層は薄々認識していました。また、世間でいろいろ起き
ている情報漏洩の話などをリコージャパンさんが、iPadな

日頃のコミュニケーションの積み重ねから課題を発見
ViCreAでの体感が決め手でした

「何が課題なのか」から一緒に考えていただきました

中外油化学工業株式会社　統括管理部 部長　北島 満 様
 統括管理部 課長　早川 陽子 様

どを活用してタイムリーに教えてくれました。漠然とした不
安はありましたが、管理しようにも、やり方もわからない。
パソコンのソフトやバージョンも不揃いで、2つある工場の
ネットワークも不安。ここ数年は得意先さんからも、情報セ
キュリティ強化など求められるようになり、困っていました。

ちょうどそのタイミングで、リコージャパンさんから課題解
決の提案をいただきました。最初はハードルが高く、難しい
なと思ったのですが、課題を丁寧に分析していただき、最終
的には、私たちが実行できる良い提案をいただくことがで
きました。そして、一昨年ぐらいに銀座のViCreAや工場な
ども見せていただいたのですが、セキュリティがしっかりし
ていて、フロアもすごくきれい。やはり理想的なオフィスを
体感できたのは説得力があり、やるべきことに気づかされた
というのが、正直なところですね。
リコージャパンさんは、チームで対応してくれるのが心強い
です。まず営業の方が、私たちがこんなことに困っていると
話すと、専門部署の人を連れて来ていただけるので、心強い。
また、導入に向けて、経営層を含めたインナーセミナーで
合意をもって進めることができたうえに、社内勉強会では、
とてもわかりやすい説明で、社員アンケートの結果もとても
良かったです。

リコーグループのノウハウをリアルなオフィスで体感
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